HP『 海軍 砲術 学校 』 公 開 資 料 


射撃 指揮 装置 1 型 


その 2z (方 位 盤 ) 


第 1 術科 学校 砲術 科 


http: //navgunschl . Sakura. ne. j p/ 


HP『 海軍 砲術 学校 』 公 開 資 料 


目 次 
第 1 TTPP FPP 1 
1 概 本 1 
2 性 能 .ee 1 
3 作動 島 要 ee 3 
第 2 章 構造 及び 機能 ……… ド ドド 4 
1 4 
2 施 回 部 4 
3 般 作 部 neers ee eee 17 
4 反射 入 部 37 
5 BLS 部 nenererereseereasteerasaeearssreesseeees ee eesesseeerassaeiersar ners eees 41 
な の AF sdetails 44 
7 角度 修正 機材 ーー 55 
第 3 作動 oes er 59 
本 RR SSS AE Ti EE ii 59 
2 FR ND i 60 
3 目標 捜索 系 …………… a EEE ES 61 
人 征 標 邊 定 に SR SR 69 
5 SLS 半 の 作動 mmo 7 1 
6 :胡平 取 商 入 本 74 
7 目 柜 插 示 乘 5 -0 79 
8 スタ ビラ イザ ーー ドー トト トー ニー ニーー・ の 93 は きる 32 は 382 28 は 28 es ささ こっ 8 ク 
9 角 亡 制限 作動 …… ド ドド ドド < トト < トト < トー トー トト ーー ニー 86 
10 ”角度 修正 机 三 pp I 97 
11 安全 过 1T > 于 类 er 102 
12 电源 回路 eonoimoeseniccoassaeaasearcnsae sea 12206 105 


http: //navgunschl . sakur a. ne. j p/ 


第 1 章 一 般 


1 概 要 
と の 方 位 盤 は 、 旋 回 面 上 CK レー ダテ アンテ ナ 、 脂 稚 望遠鏡 、 OMC 及 び 
SLS を 装備 し 、 ス タビ ライ ザ 《 区 よ つ て 動揺 修正 し た 水平 面 で 目標 を 捜 
索 、 妥 准 追 尾 し て 、 目標 現在 位置 千 元 を 関連 機 尊 べ へ 発信 する 。 


LL 


2 生 能 
1) 砥 械 的 
谢 回 范 困 無制限 ( スリ ク ブ リン グ 方 式 低 よる 。 ) 
艇 仰 範囲 ー10°~ + 90° 
2) 電気 的 


最 大 角球 三 美 回 、 鋳 仰 45“ グ を 
最 大 丘 泡 过 赛 ” 先 区 、 锁 仲 90 eer? 


ーー ミー 


(3) 


(4) 


(5) 


旋回 操作 範囲 無制限 
鎖 仰 操作 範囲 一 5“"ー る 85" (第 1 制限 ) 一 8“" て オ 88“ 


(第 2 制限 ) 
照 效 望 速 饶 
倍 素 12 倍 
視 野 4.5° 
対物 レン ズ 有 効 径 80 my 
レ テ イ クル 十字 線 い 士 20 ミ ル ) 
フイ ル タ 齋 、 供 、 偏 光 ( 濾 度 可変 )、 無 色 
整合 用 望遠 簡 
倍 率 3。3 倍 
視 野 7.3 


対物 レン ズ 有 有効 径 20.5 mm 
レ テ イ クル 十字 線 


スリ ニュ ニー イン シング サイ トト (SLS ) 


旋回 操作 人 範囲 方 位 盤 中 に 対し て エー 180“ 
秋 仰 操作 範囲 ー5°~+ 852°? 
照 共 用 双眼鏡 7 倍 


(7) 角度 修正 機構 
角度 修正 範囲 ロー ル 、 ビ ッ チ と も る 土 1? 
3 作動 概要 
射手 お OMC て C、 射 撃 指 神官 が BL8 それ ぞ れ 配 憎 さ れ 、 ス タビ ピ ライ 
ズ さ れ 友 方 位 盤 は サー ポ 機 構 に よ つ て 全 自 動 的 旋回 、 委 仰 す る 。 
(1) SL8 人 より 目標 の 概略 方 位 へ 方 位 盤 を 指向 する 。 
(2) OMCC よ り 有 照準 望遠 続 で 目標 を 捕捉 追尾 し 、 是 標 現在 位 載 諸 元 を 
関連 機器 へ 発信 する 。 
(3) 目標 指示 信号 C よ つて 拍 令 方 向 C 追 徒 す る 。 
(4) 発砲 管制 を 行 2。 
(5) 自動 追尾 の た め の レ ー ダ タダ コニカ ルル 走査 、 全 財 へ ヘリ カル 走査 、 局 部 も 
クタ 走査 は 疫 的 盤 か ら 和 制御 され る 。 
(6 レー ダ プ アプ アンテナ へ の 送受 信 は レー ダ 送 受信 機 で 行わ れ 、 と の 作動 は 


出 的 盤 で 制御 する 。 


第 2 章 構造 及び 機能 


1 全 毅 
各部 は 旋回 部 、 全 仰 部 、 反 書 続 部 、 SLS 部 及び スタ ビラ イザ 、 有 角度 修 
正 機 構 か ら な つて いる 。 
2 旋回 部 
旋回 卒 多 組込ま れ た スリ ッ プ ブリ ング 、 旋回 ロー タリ ジョ イン ト 、 族 回 
駆動 機構 部 、 旋 回 検出 機構 部 、 和 手 OMC、 旋 回 ロク クビ ン 、 ヘ ンド マー 
み ヵ 機 構 及 び 潤 浅 油 半角 い 6 号 機 ま で ) み か ら 構 成 さ れる 。 
旋回 座 の 上 面 < 負 仰 部 及び S5S 部 が 取付 ご られ て いる 。 


第 1 図 旋回 部 


(1) 筐 体 
了 スタ ピラ イザ の テー ブル KC 固定 され る 固定 忠 人 K 基 大 座 (3 ヶ所 ) 
ヘ ツ ド マ ー カ スイ ツテ 後 構 及 ひ スリ ッ プ リン グ が 回 転 軸 中 心 人 取付 
けら れ て いる 。 
イ 。 スリ ッ ツブ プリ ング 下部 人 は 旋回 ロー タリ ジョ イン ト が あぁ つて 導 波 管 
が スリ ッ プ フリ シグ の 中 心 を 通 つ て いる 。 
ク 旋回 座 に は 、 OMC、 水 平 基 準 板 、 潤 消 油 壮 軒 、 旋 回 駆動 (検出 ) 
紫 車 融 が あり 、 そ の 外周 《K 基 尽 診 と 3 価 の フレ ー ム が ある る 。 


ー5 一 


2) 旋回 ロン クビ ン 機 構 
和信 力 に よる 旋回 係 止 機構 で 、 旋 回 座 と 固定 卒 間 (CC ビ ン を 挿入 し て 回 
定 す る 。 
テア ビン は 、 常 時 円 筒 コ イン バネ で 押上 げ ら れ 開 放 状 態 で ある が 、 頭 
部 を 押し て "\ の 方 向 C 回 す と ビン が 固定 座 の ビン ガイ ド K 入 り 固 定 
され る 。 
義 放 する と き は 、 矢 印 ず の 方 向 C 回 す と コイ ルネ ル C よ つて ビ 


ン は 押上 げ ら れ 開 放 状 態 と な る 。 


イ ビン ガイ ド 側 に マイ クロ スイ ッ チ (8SZ04 ) が あつ て 、 ビ ピン と 連 


動 し 、 方 位 盤 駆 動 部 電源 を : 切 - と し て 誤動作 を 防止 し て いる 。 
ゥ 旋回 係 止 装 午 は 、0"(180" ) で ぁ る 。 
(3) ヘ ツ シギ マー カス イッ ツチ 徐 構 
全 周 ヘリ カル 走査 の と き 、 方 位 盤 の 零 位置 を 忘 的 盤 凍 示 部 PPE スコ 
ー プ に ベル ス 信 号 和 〒 送 り ス コー プ 上 《 将 線 を 入れ る た め の 機 構 で ある 。 
7 了 7 と の 機構 は 、 男 定 卒 側 に ヒス < ツチ 、 導 回 秦 側 に ヒ カ ム が か ちる 。 
1T 2 個 の スイ ツチ (S2Z02、s203 ) と 2 個 の カム を 使用 し 角度 
20 の 鋭い バル ス 信 号 和 を 作る. 
ウゥ 両方 の スイ ツチ が 同時 < 入 _ の 状態 の と きのみ 信号 を 送る よ 
2 区 な つて いる 。 
カム は 外部 か ら 座 整 が で きる 。 
(4) ネス リッ プリ ング 
と この ズリ ッ プ ブリ ング は 固定 側 か ら 、 旋 回 側 C 装 備 さ れ て いる 電気 機 


器 C て 電気 信号 を 伝 悦 する た め の 機 構 で ある 。 


第 2 図 スリ ンプ リサ リング 


ァ 固定 側 は 、 支 持 台 積 重ね られ た 13 個 の リン グ ブ ロッ ク と こ 
れ を 支え る 支 入 ふら 芝 つ て ひつ へ る 。 

1T 導 回 算 さ 固定 側 ベ アリ ング を 介し て 取付 けら れ た た 筐 体 と 、 こ とれ 
て 組 込 き れ た 37 個 の プラ シア テア ッ セ ンプ リ か ふら 尋 つ て いる 。 

ゥ 支柱 は 、 中 例 夫 光 な つて お おり 、 そ の 中 低 部 旋回 ロー タリ ジョ イ 
ント か ら 出 て の へ る 導 波 富 和 を 通し て 上 部 出し て いる 。 

工 リン ク グ ク ブ ロッ ツク グ は 、 黄 銅製 の 導 吉 リン グ と 絶縁 板 を 交互 C 人 重ね た 
も の で 、 電 碗 容量 及び 使用 電王 て よ つ て 次 の 4 種 の ブロ ッ ク が るり 


プロ ョ ロック ナ ン ベ バー 順に 上 な か な ら 下 組ま れ て いる 。 


9 点 


1A 以 下 | 15 加 
104 以 下 | 14 点 
25A 以 下 | 4 点 


ォ ブラ シ は 、 電気 約 抵抗 を ) ム さく する た め 、14 及 び 103+ 志 は 英 負 
人 製 の 本 体 銀 50 る %、 負 50 る の 会 金 、25A 用 に KK は 金属 カー ボン フ 
ラ シ ぷ 使用 され て いる 。 
(5) 旋回 ロー タリ ジョ イン ト 
旋回 中 心 の スリ ンプ ブリ ング 支持 台 の 下 型 を あつ て 、 固 定 側 導 波 管 か 
ら 旋 回 側 導 波 管 ヒ に ヌ バ ン ド の 電波 を 送る 。 
(6) 酒 酒 油 装置 (6 号 磯 以 蜂 な し ) 
潤 消 油 装 償 は 、 導 回 歯車 邊 及び ひ 谷 仰 記 車 答 天 の 必要 個所 光 欄 澄 油 を 
供給 する た め の 集 中 給油 装置 で 、 答 思 フ レー ム 内 部 の 旋回 容 人 て 組み と 


まれ て いる 。 


了 オイ ル タ ン ク グ ク 、 オ イル モー タ 、 ポ ンプ グ 、 フ イル タ 及 び 圧 力 検出 器 


か ら な る 。 

イ オイ ル タ ン ク の 容量 は 4 有 ク で 、 油 閉 油 ( エ ッッ ツ 製 テレ ッ ツ 52 ) 
は 吸 出 量 だ けり 歯車 引か ら 返 える 任 環 方 式 で め ある 。 

ウゥ ウ ポン プ は 、 75W 単 相 モ ー タ 人 直結 され て ちり 、 油 の 吐出 量 は 
2 クン gs で ちあ る 。 


エ 圧力 検出 畜 は ポン グ 吐 出 側 の 配管 途中 か ら 取 出さ れ た 圧力 て よ つ 
て シリ ンダ を 動 み し て マイ クロ スイ ッ ツチ を を 押し レ し 。、 マ イク ロス イッ ツチ 
が 作動 する と 、 射 手 の 左側 取付 け て ある 濃 消 油 正 常 の ラン プ ( 緑 


色 ) が 点灯 する 。 


検出 圧力 は 0.5 般 で ある 。 


フイ ルター 


%: さ 図 潤 消 油 装 箇 


(7) 旋回 環 動 機構 部 
旋回 駆動 機構 部 は 、 増 幅 妖 か ら の 出力 信号 に よ つ て 下 太 サー ポ モ ー 
2 を 駆動 し 、 方 位 盤 を 旋回 させ る た め の 和 機構 で ある 。 
プ 蔵 速 歯車 寅 と と れ C 直 作 こ まれ た * コ ゼネ レー タ を (BZ202) 付 


上 赴 和 湖 サー ボ ポ モ ー タ か ら な る 。 


歯車 比 モー タ 
タコ ゼネ 負荷 軸 减速 比 182 ・ 1 
手動 ハン ドル 
§ 
人 や 
A 
旋回 検出 機構 部 a 8 
タコ ゼネ 付 
直 太 サーボ ポ モー タ 
の 
に 、 ン 一 旋 回 双 重 機構 部 


SS 1 ーー デンス トー 
Le 


イ 直流 サー ボネ モー ネタ 
SCR 増 罰 器 こよ ょ つて 電 隊 子 電 二 を 制 件 する 直流 9 巻 サー ボ モ ー タ 
で 強制 冷却 用 ラフ アン を 有する 。 


主要 諸 元 

定 格 出力 800W 

定格 回 転 数 1500R.P.M 
励磁 電圧 80V 


一 10 一 


定格 電流 17 .5A 
回 転 数 制御 範囲 0~ 2000R。P。M 
俗 却 用 フアン 115V 60Hz 3 相 


ウ タコ ゼネ レー タ 


サー 系 化 必 要 を フイ ー ド ズバ ベック 信号 を 発生 する 大 め の も の で 


3? ノ 4z の 低速 回 転 か ら 45 科 の 高速 回 転 ま で の 広範 囲 の 旋回 運動 
対応 で きる 。 

励 侯 方式 。 永久 磁石 

発生 電圧 60Y ン 1 ,000R.R.M 


第 4 図 旋回 駆動 歯車 系 統 
(8) 旋回 検出 機構 部 
旋回 検出 機 書 部 は 、 測 的 盤 か ら の 方 位 信 号 を 受信 し 、 角 度 誤 差 を 検 
出し て その 誤差 信号 を 増幅 器 C 発 信 す る と と も ゃ る に 、 方位 盤 の 旋回 角 信 
号 を 射撃 盤 及 さ 肝 連 機 訂 低 送る サー ボボ 系 の 検出 機構 で ある 。 


シン クロ 

31TX 精 (36X) 、 粗 (1X) 
18CT 精 (36X)、 粗 (1X え ) 
18T 双 

角 牙 表示 ダイ ヤル 

精 ( 1 回転 10“ 目盛 の 5 こと) 
粗 ( 1 回転 360" 目 殿 の 5°“ ど と ) 


一 1 2 一 


ヾ 
Q 
き 


第 6 図 旋回 検出 歯車 系 統 


9) 射手 ワン マン コン トロ ー ル 部 
光学 系 区 ょ よこ ゃ 旧 壊 の 捜索 又は 光学 照 工 区 よる 日 標 追 性 を 行う 場合 、 
方 位 盤 の 導 回 、 閣 運動 を 0.M。C 操 作 に よ つ て 行 ク と と も と 、 右 把 


手 て ある 発砲 電 鍵 KC よ り 発 砲 管 制 る で きる 。 
可 大 、 方 位 盤 緊急 時 の 停止 、 プレ ー キ の 開放 、 作動 、 係 止 及び 光学 
照準 と レー 導 照 準 の 切換 え 等 方 位 般 損 作 を する た や の 表 示 バ ネル が あ 


る 。 


7 OMC 部 、 OMC 用 スイ ンマ ッ チ 及 ひ 区 手 忠 席 か ちら 太る 。 
イィ _OMC 右 把手 発砲 電 録 スィ ッ マチ (S8211 ) 
左 把 手 光学 照準 、 レ ー ダ 王 準 切 瑛 用 スイ ツチ 、 
( 82074.B ) 
ゥ 制御 信号 発生 機材 
旋 画 、 錠 仰 と も 同じ 後 材 で 制御 言 号 発生 用 の ボ ポテンショメータ 及 
び 堆 位置 復帰 機構 か ら な つて いる 。 


ポテンショメータ は 零 位 置 の と き 、 和 約 二 5 の 不感 帯 を と つて お 


一 1 4 一 


り 振動 を み を ど と よる 信号 の 発生 を 防止 し で ぬる 。 

作動 男 明 は 30? で ある が 士 28 や で マイ クロ スイ ッ チ が 作動 す 
る と 、 方位 盤 な 最大 速度 ( 45” ノ 4z ) で 旋回 、 飾 仰 す る 。 

ポテ ン シ ョ メ ー タ の 有 角度 調整 は 取付 押え を 金 を 区 め で 行う と と が で 


きる 。 ま 友 、 マ イク ロス イッ ツチ の 作動 角度 調整 も 取付 ネジ で 調整 が 
可能 で ある 。 


ェ 操作 用 表示 バネ ル ん 
表示 バネ ル は 第 7 図 の よう CC な つて ちり 、 
作動 、 係 止 用 押 ま ポタ ンス イッ チ 、 表 示 ラ ンプ (2 個 ) 
レー ダダ 照準 、 光 学 照準 表示 ラン プ ( る 2 個 ) 
方 生稲 手動 用 トク ルネ イッ チ 、 表 示 ラ ンジ ( 赤 ) 
償 匂 プン ー キ 久 放 用 トク ルス ネス イツ チ 、 表 示 ラ ンプ ( 赤 ) 
表示 ラン グ プ 滅 光 用 ロー タリ スイ ツチ 


な ど が ある 。 


第 7 図 "OMC 表 示 ペ ネル 


の 右 把 手 の 発 射 電 鍵 は 、 把 手 の 上 面 と 突出 し て いる 押 ボ ボタン を 押 
す と 内 部 の ロッ ド が 連動 し て マイ クロ スイ ッ チ が 作動 する 。 
な ち お 、 押 ボタ ン (《C は 慎 定 (安全 ) 奈 置 が あり 把手 側面 の 開放 押 
ポタ ン を 押し て 開放 し な いと 、 発 射 電 鍵 を 作動 させ る と と が で き 


な い 。 
固定 開放 押 ボ タン と 発射 電 氏 は な 把手 を 据 つ た 状態 で 、 片 手 で 拘 


作 が で き る 。 


④ 左 把 手 の レ ヒー タダ 量 準 、 共学 吹 共 臣 換 そ 理 お ボタ ン ( て は マフ ロス 
イッ チ な が あつ て 把手 の 上 面 < 笑 者 し て つる 下 ボ タン を 軍 す に 押 天 
タン と 一 体 の ロッ ンド C て よ つ て 作動 し 、 圧 下 を 止め て も その 状態 か 
保持 され る 。 再度 押 ポ タン を 理 巡 さこ ロン ド は ・ ブ プリ ング て よ つ 
て 押し 上げ ら れ も と の 凌 意 と な つて スイ ッッ チ は / 切 」 と な る 。 

め ② 左右 の 把手 は 駆動 軸 へ の 取付 け ぶ 摩擦 司 定 方 式 と を つて お り 、 
ネジ の 締 付 に ょ つて 射手 の 操作 し ゃ すい 角 庶 区 調整 で きる 。 

加 右側 面 に 艦内 電話 用 接続 プラ グ ク <: あ る 。 
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ォ 射手 座席 は 前 後 K50mm、 上 下 K30 mm 調整 で きる 。 
カ OMC 足 踏み スイ ツチ 
足 牙 み 式 で 、 射 手 の 左 足 位 置 に あつ て 、 踏 込ん だ 位 軒 が 「 入 」 
で 、 コ ント ロー ル 人 信号 は 制御 部 の 作動 に ょ つて 発信 され る 。 
すなわち 、 足 踏み スイ ッ チ を 直さ な いと 制御 部 を 動か し て も ゃ ュ ン 
トロ ー ィ ル 信号 は 発信 され な い 。 
キ 水平 基準 板 
水平 基準 板 は 、 固 定 万 の スタ ビラ イザ 取付 面 と 、 平 行 ( 1 以下 ) 
と な る よう を を 高 精度 て 仕上 げ ら れ た 黄銅 抽 の 基準 物 で ある 。 
と の 基準 偽 は 、 方 位 盤 握 対 の こき 水平 の 基準 と な る も の で 射手 座 
遍 の 左下 に あり 、 入 机 時 ー ラ ベス 測定 人 C 使 用 で き る: 
ク 旋回 華 塵 
旋回 信 の 基準 と する も の で 旋回 側 C1 個 、 固 定信 3 個 昔 銅製 の 基 
尽 堅 ち ある 。 
3 孵 仰 部 
(1) 人 筐 体 
7 了 7 旋回 座 上 面 と 固定 され て いる 脊 外 フレ ー ム ⑳⑩ と 、 そ の 上 部 左側 の 
左側 秋 條 フレ ー^⑧ 及び め ⑳ の 上 部 右側 貯 仰 フレ ー^@) か ら な り 、 各 
フレ ー ム に は 祖 立 上 叉 は 点 礁 と ど た め 数 価 の 閉 ぶ 取付け られ て いる 。 
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第 1 区 容 功 部 


1T 《@⑥) フ ラレー ム の 左側 面 < 妥 人 準 望 遠 多 ある 。 

ゥ 右 侧 ZL 一 和 BIO 内 邵 拒 、 般 几时 融 惧 克 避 、 符 仰 弃 出 机构 部 六 志 
る 。 

エ 右側 フレ ー ム 上 和 部 低 は 、 和希 葛 表 坦 寺 が 2 何 の さ で ア イアリング テ 奉 介 し 
て 取付 けら れ 外 部 突出 し て いる 軸 端 は 、 フ ラン ジ C て な つて 取付 ひけ 
マレ ー ム と 結合 され て いる 。 

内 部 は 、 秒 仰 駆 筐 取 構 部 の 最 格段 上 歯車 に か み 合 う 扇 形 歯車 、 
2 個 の 和 飾 仰 検出 機構 部 の 入力 軸 歯 事 と か み 合 "歯車 及び 角 葉 制限 ス 
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イン テ 用 の カム が ある 。 
才 フレーム の 右 借 面 は 全面 開口 と な つて な り 、 カ バー の 邊 部 に シ 
ンク ョ 調整 窓 、 中 央 部 区 手動 ヘン ドル 揮 入 口 及 び 赴 部 磯 面 K 侍 仰 ダ 


イヤ ル の ぞ き 窓 が ある 。 


カ Cj フレー ム の 内 邦人 、 稚 李 ロ ー タ リ ジ ョ イン ト 、 照 準 望 遠 壮 双 動 
機構 及び 種 欧 角 表示 シン クロ が ある 。 

フレ ー ム の 上 部 て は 角 仰 夫 が ベア リン グ を 介し て 取付 けら れ 、 外 
部 て 突出 し て いる 南端 は フラ ンジ と な つて お り レ ー ダ ナン テ ナ 取 付 
ァ レ ー ム て 結合 され る 。 

内 部 KK は 、 悪 准 望 速 鐘 駆動 強 構 入力 軸 痢 車 及び 委 仰角 表示 用 シン 
クロ の 歯車 と か み 合 歯車 が あり 、 軸 端 に は 人 符 仰 ョ ュー タリ ジョ イン 
ト 固定 側 が 取付 けち られ て いる 。 軸 は 中 空 と な つて いて 、 備 仰 ョ ー タ 
リ ジ 計 イン ト の 回 転 側 円 形 導 波 管 を 外部 か ら 通 し て 固定 側 と 組合 せ 
て いる 。 


(2) 


ラレー ム 左 側面 て は 、 ITV カ メラ を 組み こん だ 工人 体 が 固定 され 、 
さら に その 左側 敬 準 望 達 聞 が 取付 し られ て いる 。 

飾 仰 フラレ ー ム ⑭⑲ ぴ の 前 面 に ある 左側 の 著 を 外す と wv 内 部 下 側 KITV 
カメ ラ 和 制御 部 、 上 側 多 方 位 盤 内 の シヤ ー シ が ある 。 


また 、 外 部 の 左側 王 に に 、 窒 泊 正常 ラン プ 、 緑 ) い 6 号機 以降 
な し ) 、 射 手 用 電話 功 換 ええ スイ ンチ 、 強 人 華 望 遠 閣 マ ィ バ ーー 及び し レ テ 
イク ル ん 照 明 用 の スイ ッッ と プラ ク の ある 。 
入 外 駆 動 磁 秘 部 
鈴 仰 駆動 機構 部 は 、 増 偏 器 ふ か ー の ニカ 信号 て よ つ て 滅 速 歯車 符 組 
こま れ 友 直流 サー ボ モ ー タ を 駆 動 し 、 方 位 盤 C 欠 中 運動 を 行わ せる 
太め の 機構 で ある 。 
テア 汰 速 築 事 策 と と れ C< 組 まれ て いる 直 湖 サーボ モー タ 、 タコ ゼネ 
ー タ 、 及び 電 惑 プレ ヒレ ー キ か ら な る 。 
イ 減速 歯車 箱 内 部 低 歯車 潤滑 の た め 潤 河 油 閑 胃 6 号機 以降 友 し ) 
か ら の 配管 が 組ま れ て いる 。 
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第 2 選 和希 名 准 動 歯車 氷 統 図 (その 1 ) 
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盘 仰 驱动 轴 ! 


es aa em に 


| 


一 一 局 缘分 车 


プレ ー キ 


第 3 図 人 航 爷 玛 歌 渍 重 系 糯 芭 ( 式 2 ) 
歯車 比 


手動 ハン ドン 軸 負荷 軸 减速 比 361.4 
モー 2 埋 到 367.2 
プア レー キ 軸 72.914 : 
ヶ クラ ッ チ 坦 5.938 : 


モー タ 軸 タコ ゼネ 軸 増 速 比 1 : 1.016 
ェ 歯車 の 潤滑 は 、 潤 油 油 奈 玉 C《 よ る も の は 重点 個所 低 強 制 欄 滑 を 行 
2 ほか 、 常 時 約 1.5 用 の 油 漆 油 を 筐 体内 に た め て 、 一 部 油 浴 潤滑 も 
行 つ て いる 。 な ち お 、 6 号機 以降 は グリ ー ス 注入 方 式 と な つて いる 。 
才 直流 サー ボ モ ー タ 

旋回 の も の と 構造 的 と は 同一 で 、 SCR 増幅 器 に ょ つて 制御 され る 
直 確 分 巻 サ ー ポ モー タ で ある 。 

旋回 の も ゃ の こと 異な る 講 元 は 


定格 出力 800W 
定格 回 転 数 1500R 。P.M 
定格 電流 17 、5A 


回 転 数 制御 秀明 0 ~ 2000R.P。M 
カタ タコ ゼネ レー を 

旋回 と 雄 能 、 諸 元 は 同 じ 。 

た だ し 、 そ モー タ 軸 か ら の 増 速 比 は 約 1.6 倍 C な る 。 
キ 電 盛 プレ ー キ 

電磁 プレ ー キ は 、 内 蔵 さ れ た ぇ え ネ ブ リン ダグ の 圧力 K ょ つて 制動 し 通 
電 に よ つ て プレ ー キ を 時 放 する 。 スプ ブ プリ ング ク ロー ズ 式 乾式 多 板 プ 
レー キ で 、 胃 大 還 か ら 絶 181 等 K 増 速 さ れ た 軸 人 取付 けら れ て いて 


その 制動 は 1449- 宣 で ある 。 
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a 


重 砾 了 -一手 新 百 罗  E 


符 全 検出 機構 部 


第 4 図 電磁 プレ ー キ 
⑦ プレー キ が 作動 する 場合 


分 電 盤 か ら の 艦内 電源 が 方 位 融 に きま て の 科 の と き 。 


b 方 位 盤 の 符 仰 が ー8" 又 は 十 88? の 範囲 外 と な つた と き 。 
(第 2 制限 有用 カム が マイ クロ スイ ッ チ を 押し 電気 回 路 が 、 
「 切 」C 信 つた と き 。 ) 

c 射手 OMCC あ る 方 位 盤 手動 の スイ ツチ を 押し た と き 。 

d 入力 駆動 用 ヘン ドル 軸 に ヘン ドル を 祥 入 し た と き 。 

e 旋回 ロッ クビ ピン が 入 つ て つる と き 。 

f 方 位 盤 及 び ひ 角 度 修正 機構 の 作動 、 係 止 ス ネイ ツチ が 集 止 て なつ 
て いる と き 。 

g 増幅 器 の 方 位 盤 ス イッツ チ が 緑 」 点 灯 の と き 。 

(《⑰ ブレー キ を 開 政 する に は 、 

a の ⑦ の 8 の 場合 は 、 六 民 か っ DC24V の 電 承 和 を 和 鎖 人 フレ ー ム ⑳ 前 
憲三 側 の 蓋 を 外す = 正子 盤 ぶ 見 られ る 。 と の 夫 子 融 の 入力 側 
端子 を 人 外し て 外部 電 乃 を 委 続 する と プレ ー キ は 開放 され る 。 

b の ョ スス 外 の 場合 は 、 遇 手 OMCs 放 (CC ある 人 生 仰 プレ ー キ 紙 放 ネイ 
ッ チ ティ 午 下 ぷす + る 。 

いそ の 場合 な は 全 動 、 系 上 スイ ッ チ を 作動 に し て も よい 。 ) 
(3 飾 爺 検出 機構 郊 
飾 爺 検量 濃 横 部 は 下 的 盤 か ふと の 徐 爺 角 信 号 を 受信 し 、 人 角度 誤差 信号 
光 増 幅 器 人 江 信 する サー ボボ 系 の 検 堪 隊 紅 で ある 。, 
ア 」 飾 爺 フレー 石 伯 の 財部 に ある 。 


般 仰 検出 
機構 部 


扇形 画 車 


第 5 図 符 仰 店 動 、 検出 機構 部 


イ 精 粗 の 角度 表示 ダイ ヤル 及び 生 (36X) 2 個 と 粗 (1X) 2 个 (2X) 
1 個 の 計 5 個 の シン クロ ョ か ら な る 。 
グー ダイ ヤル 目盛 
36X 5/ 刻み で 0°~ 10° 


1x 5° 刻 み で 一 20 ”一 100” 


31TX 
精 (36X ) 


般 仰 検出 歯車 系 統 図 
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《⑭) 符 仰 判 選 スイ ツテ 機 携 

矯 仰 制限 スイ ッ チ 機 墓 は 、 方 位 盤 の 符 仲 が ー5" は 十 85" の 第 1 
制限 に な つた < き 、 飾 叩 諏 動 軸 た 習 定 され た ヵ カ 々 より 役人 仰 馬 動 歯 事 
箱 て 取付 けら ちら れ た マイ クロ スイッチ を 理 し 、 そ の 信号 C よ つて 、 そ の 
位置 に 停止 させ る 機構 で ある 。 

ま 大 第 1 制限 を 通過 し た 場合 は 、 一 8" 又 は + 88? の 位置 で 第 2 制 
限 の カム が マイ クロ スイ ッ ツテ を 作動 させ 、 そ の 信号 て よ つ て 人 包 仰 駆動 
用 サー ボ モ ー タ の 電源 を 切 と し 、 ク ラッ テ を 紅 放 する と 同時 KK 電 
磯 プ レー キ を 作動 さき サク ラッ チ C よ つて モー タ 軸 と 切 離さ れ 慣 性 の 小 


さく な つた 到 動 軸 て 制動 和 を 加 そ て 所 要 の 位 信 名 止 さ せる 
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系 も 0 は の リマ イズ 第 1 制限 スイ ツテ 


下限 用 (8103) 上 上限 用 (8102) 
第 2 制限 スイ ッ チ テ 第 2 制限 スイ ッ テ 
下限 用 、8105A,B) 上 限 用 (81044.B) 


第 7 加 第 仰 制 授 ス ィ ッ テ 機 構 
了 カム は 第 1、 第 2 制限 用 を 一 林 に し た デブ ロッ ク で 上 限 用 、 下 限 用 
の 2 個 が あり 、 取付 ネ ジ に ょ つて 任意 の 角度 調整 す る と と が で き 
る 。 
ィ マイ クロ スイ ッ ツテ は 、 第 1 制 眼 、 第 2 制 思 の 上 限 及び 下限 で 合計 
4 個 あ つて 政 付 位置 は 第 7 選 の こおり で ある 。 
第 1 制限 上 限 用 S102 下限 用 8103 
第 2 制限 ”  S104A・B ヶ 8105A:B 
(5) 矯 多 ロー タリ ジョ イン ト 


策 仰 ロー タリ ジョ イン ト は 、 旋 宮 側 導 波 人 党 か ら 多 人 卿 回 転 側 導 波 管 《 


バン ド の 電波 を 送る た め の 雄 構 で あり 、 左 側 フ レー ム (C) の 笛 仰 直 *C 
取付 られ て いる 。 
電気 約 な 整合 は 、 ロ ー タ 9 リ ジョ ィ : ト 単 体 で 調 華 ネ ジ 人 区 よ つ て と ら 
れ て いる 。 
(6) 照 華 望 圭 憶 感動 機 模 
と の 機 凌 は 方 位 疫 の 符 仰 を 区 に 減 旬 て 蛋 華 望 王 築 の ミラ ー 錠 爷 灿 


て 伝達 する た め の 磯 構 で ある 。 


照 華 望遠 鏡 


中 
鐘 
K 
| 
《 


区 調 華 機 王 


下部 基板 - 


第 8 図 照 准 望 遠 鏡 駆 動機 構 


外宮 第 


第 8 一 1 久 到 調 整 構 
ア こと の 機構 部 は な 。 ガイ ドビン KK よ ょ よ つ て 連結 され た 2 枚 の 基板 と 、 そ 
の 内 部 に 祖 み と まれ 六 車 こ < ミラー 区 信和 還 を 結合 する 2 本 の 長 列 
連なる ョ ンド 及び 狂 調 衰 落っ っ みる 。 
イ _ 懲 調 整 機構 は 、 2 個 の 接 手 と 2 本 の 調整 ネジ か うっ 太り 癌 事 列 の 出 
カ 軸 と ロッ ド を 連結 する 個所 て あつ て 、 方 位 盤 叶 仰 角 と 照準 望 束 鏡 


の 軸 令 整合 を 夷 輝 し 志 場 合 に 宇 され る 調整 嘩 芸 で ある 。 


(7) 照 華 望遠 穫 
販 準 望遠 錯 は な 射手 が 光学 居 区 ょ つて 、 目 標 の 捜索 、 捕 そく 及び 追 
蜂 等 を 行う ため の 光学 系 で ある と と も (KC、 半 透過 プリ ズム に よ つ て 光 
路 を 2 分 し 、 こ TY カ メラ の 光学 系 と し て も 使用 する も の で 、 内 部 構 知 
を 第 9 上層 た 示す 。 

1 量感 1 ミル 

線 の 太 さ 0.01 ze 


i 


a 8 oN 
s 7 ひ 20 30 


ア と の 望遠 鏡 は 、 ミ ラー 人 策 仰 式 単 妥 望 遠征 で 、 接 眼 部 は 固定 され 照 
挙 望 遠 鏡 緊 短 紀 構 吉 か ら の 機械 的 入力 て 上 つて ミラ ー を 作動 し 悪 葵 


線 を 短 代 ささ て 日 天 を 遇 夢 する 。 


个 \ 有 = 
全 > 乱 ガ ラス 


② 符 位 受 射 鏡 

③ 反射 績 信金 

④ 光電 検出 回 

(5) シャ ヤッタ 機構 

(@ ロー タリ レノ イド 


⑨ (は 8 号機 以降 な し 


半 基 過 プ リズ スム 、 屋 概 形 プリ ズ > っ 等 の 共学 素 及び シヤ ツタ 科 構 が ある 。 


SB @ @ C9 


B B 


ビデ ィ ュ ン 光 学 季 


反射 続 鈴 仲 軸 


1 きよ うら 体 、 光 学 系 、 シ ャ ッ タ 機構 、 ミ ター 生 仰 機構 及び 接 過 部 
ら な つて いる 。 

ウゥ きよ う 体 右側 基 C は 光 軸 と 平行 な 徐 仰 部 宮 付 基 準 面 、 ン ヤッタ 回 
路 用 気密 端子 、 ご ディ イコ ョ ン 光 学 系 窓 ガ ラス 等 を 有 し 、 ミ ラー 催 仰 軸 
が 突出 し て いる 。 

ェ 内 部 に は 入射 光 を 接 張 学 系 に 導く た め の 固 定 ミ ラー、 対 物 レ ン 
ズ 及 び 入 届 区 を 2 分 し 一 方 は 接眼 部 へ 、 他 方 は TTYV ビデ イィ コン 変 光 
面 へ 導く ため の 半 透 過 プ リズ ム 等 の 光学 系 及び シヤ ッ タ 機構 が ある 。 

ォ 光学 系 

窟 ガ ラス 、 化 仰 ミ ラー、 対 物 レ ンズ 、 固 定 ミ ラー、 半 透過 プリ ズ 
ム 、 屋 根 形 プリ ズム 、 フ イル タ 、 焦点 鏡 、 接 明 レ ンズ 、 ピ デイ ュ コン 


光学 系 取 ぶ 健吉 僅 照 明 窓 ガラ ス か ら な る 。 


カ シャ ッ ツタ 機構 
目標 照 準 時 、 太 陽 直 視 に ょ る 眼 の 傷害 防止 及び ビビ テイ コン 受光 面 
保護 の た め 《 使 用 する も の で 、 光 電 奏 出 器 、 シ ヤツ タ 回 路 、 ロ ー タ 
リフ レノ イド 及び 電源 用 気密 端子 等 か ら な る 。 
償 仰 ミラ ー で 反射 し た 太陽 光 を 、 光 電 奏 出 器 か が 受 光 し た と き 生 ず 
る 微弱 電 湖 を シヤ ツタ 回 路 で 達 幅 し 、 こ と これ に に よ つて ロー タリ ツレ ノン 
イド を 作動 させ 、 直 結 す る シヤ ツタ を 開閉 する 機構 で ある 。 
8 号機 以降 の シン ヤッ タ 機 構 は 、 昭 準 望遠 続 内 光電 検出 器 の み 残 
し レ し 、 シ ヤン ッ ンタ 回 路 、 ロ ー タ リン レン イド を 外部 CC 出し ITV カ メラ を 
直接 組み と まれ た ロー タリ ソン レノ イド の 軸 代 、 シ ヤク ンタ が つけ られ 
と れ が 太陽 光 直 射 時 、 ビ ディ イコ ュ コン 受 光 直 容保 護 す る 。 し た が つて 、 
接骨 レン ズ 系 の シヤ ャ ンタ は 万 くち つて いる 。 
才子 一 舱 匈 生得 
と の 機構 は は 、 昭 信望 科 症 東 動 唄 構 ーー- ら 入力 な ょ つて 稚 仰 する さ 
ラー 鈴 仰 軸 、 軸 受 、 ミ ラー 林 金 及び ミラ ー 寺 等 必 ら な り 、 ミ ラー 人 稚 
仰 夫 の 可動 筐 昼 は ー7.5" て 47.5 で 、 方位 向 委 人 殺 角 称 喜 す すげ ば 
ー15? て 952 と な る 。 
ク 接眼 部 
内 郡 公 は 、 フ イル タ 、 焦 点 鏡 、 接 眼 レ ンズ が あり 、 外 部 て は 焦点 
鏡 照 明 ラ ンプ 、 フ イル タ 変 了 換 レ バー、 偏 光 フ イ ル タ 々 濾 諾 秋 岳 つま み 
及び 擬似 稀 所 が ある 。 
接眼 ヒレ ンズ 視 度 調整 範 星 一 4 て 上 + 2 デイ ォ プ ブタ (dp て ) 
ク ケ ワイ ベー 機構 
用 又は しぶ きよ つて 量 准 障害 と を ら を へ と ょ う 、 と れ を 拭い 取る 
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た め の も の で 、 射手 座席 の 古人 CC ある ワイ ベー スイ ッ ツチ テ ( 8106 ) 所 
よ ょ つて 作動 する 。 
ワイ バー アー ム 作 動 範囲 土 13“ 


4 反射 鏡 部 


1) 反射 鏡 取 付 ラ レー ム 


反射 便 取付 フラ レーム の 両側 は 欠 爺 取 動 軸 及 び 妊 仰 軸 の フラ ンジ と ボボ 
ルト と テー バビ ン 低 よ つ て 画定 され て いる 。 

と の フレ ー ム の 前 面 代 は 4 本 の アン テ ナ 調 可 機 構 を 介し レ し て バラ ボラ 
アァ アンテ ナ が つけ られ 、 上 部 に 整合 望遠 築 、 フ イー ド ホ ー ン 用 中 継 端子 


生 及 び 多 人 仰 ロー タリ ジョ イン トト から フイ ー ド ホー ン 《 配 管 さ れる 導 液 


が 


管 ホ ル ん ダー が つけ られ て いる 。 


(2) レー ダテ アンテ サナ 
レー ダテ アン テ ナ は 。 フ イー ホー ン か ら 放 射 さ れ た ミ バ ンド の 電流 
を 反射 する 友紀 の も の で ある 。 
アン テ ナ 材 質 アル ミニ ュー ム 合 金 


反射 面 焦点 距離 122 a 


有効 直径 1 .30m 
(3) フラ イー ド ホ ー ン 
フイ ー ド ホー ン は 送信 磯 か ら 送 られ て き を ヌメ ヌ バ ン ド の 電波 を アン テ 


ナナ 放射 し 、 放 射 呈 の コ ニ ェ エル ん 運動 て よ つ て 、 ト ラッ キン グレ ー ダ 低 


必要 万 コニカ アル ど ビーム を 作る コロ ーー ニー ショ ン 方 式 人 の も ゃ の で ある 。 


フイ ー ド ホー ン の 内 部 構造 を 第 1 図示 す 。 


| 


放 久 区 


用 可 用 | 
間 山 


第 1 層 フラ イード ホー ン 牙 造 


ア と の クィ イー ド ホ ポー ン は 、 支 持 ロ ンド に ビン ツ アザ ョ ッ ト で 取 全 けら れ 
る 本 体 と 、 こ れれ 低 組込ま れ 友 放射 口 用 フク レーム 、 ロ ー タ アー ム 、 大 
動 用 3 本 胡 導 電動 機 、 鞍 準 信号 侍 寺 用 レフ アレ ンス ゼネ レー タ 及 び 
内 部 を 杉 つ た 計 水 、 和 気密 用 の 栄 柄 タバ ベー か ら な る . 

イィ 放 昌 戸 天 部 こ 、 豆 転載 に 対し と て 頒 終 し た 円 形 導 波 管 が つけ られ て 
いる 。 

ウゥ 3 相 秀 于 电动 路 、B401 ) 

電 源 400Hz 115V 3 の 
回 転 数 に を 1 
電 波 約 0.5A 
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ェ 保護 カバ ー は 、 7 ラス 栓 礁 入 エ ポキ シ 樹 脂 製 で 内 部 を 防水 に する 
と と も に 1 惣 以下 の 内 圧 C 対 し て 気密 と な る よう て な つて いる 。 
(4) アテ アンテナ 調整 磯 構 
アァ アンテ ナ 調 整 機構 は 、 電 波 二 を 整合 望遠 続 に 整合 する と き 、 ア ン テ 


ナ の 詩 整 を 行う ため の 磯 構 で ある 。 


議 で て Ah T 1 本 


紀信 秩 て 殺 枚 


了 と の 機構 は 、 フ レー ム K 如 定 す る を た の の 2 細 の ナッ ント と 支持 ボル 
ト 、 そ の 先端 に つけ られ 友 ニ ニー バー サン ジョ スィ ント 肥 ひ は 多 放 等 磯 礁 


か ら 廊 り 、 フ レー ム 前 客 の ーー 下 衣 ひび 王 石 と 4 個 あ る 。 


イ 支持 ボル ト は 、 フ レー ム 取 付 用 兼 粗 調整 
ネジ 

ウ ユニ バー サル ジョ イン ト は 。、 微 調整 機構 
で あり 、 上 下 、 左 右 C 約 5" 調 整 す る と と 


が で きる 。 


(5: 整合 望 速 鏡 
整 会 性 适 蔚 工 、 方 位 盘 双 去 他 全 机 连 考 器 和 平 学 基 準 と を る も の で あ 


方位 盘 办 帝 芯 、 和 类 匈 耕 票 了 至 会 太志 合 由 .光学 咒 二 正 L《 雪 方 
本人 て 指向 ミ せ る 必要 が ある 。 材 旧 三 欠 の と お なり 。 


算 形 直 帘 加 渤 往 一 4~ 一 Zapt 


目盛 十字 線 ( 線 握 約 0.8? ) 
倍率 3.3 倍 
5 SL8 部 


1) 製 防 用 サー プル 
風防 用 サー クル ご 、 SLS つく 射撃 指 提 官 の 安全 を は か る と と る 
て 、 指 揮 人 必要 訪 管 衛 球 、 沸 示 如 有 び 電話 切換 スイ ッ チ 等 が あり 、 サ 


ー ク ル ん 下部 の 一 部 を 広く あけ て 出入 口 と し て いる ， 


(2) 


HL 


眼鏡 部 
眼鏡 部 は 、 双 級 半 を 装 閉 し . これ た たこ ょ こつ て 想 急 磁 の 痩 索 、- 作 性 双 


び 弾 着 欠 沈 を 射撃 聞 鶴 官 ぶ 手 東 某 年 で 行人 2 ここ と も 所 、 方 訪 整 を 日 礎 C 


指 生 させ る 友 め の 半 避 、 多 名 の 告 号 を 発信 する 。 
税 


7 天眼 続 倍 率 7 
イィ 旋回 角 量 盛 5 と と 
ウ 機構 部 
機構 部 は 、 下 部 及び = 和民 き よこ へ 訂 爺 家人 み ・ ま で を 証人 回 スト ツ ペ ベー 
旋回 > 久 上 >、 儿 吾 雪 位 置 达 二 只 草 、 旋 互 人 全力 =、 和 外 你 诡 


信 シ ンク ロロ 、 プ アンテ ナ 符 仰 急 菱 二 機 尊 、 激 作 葵 ーー バネ ル 、 左右 操作 
ヘン ドル 及び 双 提 錯 ふ っ こ な る く 。 
の 旋回 スト ッッ ベー 

一 重 ビ ン 方 式 、 癖 回 可 臣 散 中 350^ 
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) 旋回 ロッ ンク ビン 
0“( 第 2 方 位 盤 180”) 

の 旋回 零 位 偽 停止 機構 

方 位 盤 の 光学 軸 ( 電 波 軸 ) と SLS 光 学 軸 と を 同一 旋回 角 人 合せ 
る 場合 の 和 機材 で ある 。 

台座 部 の テー バ 漠 に 、 フ ラン ジ K 組 まれ た ロッ ンド CC ある ステー 
ル ボ ポール を べ バネ て よ つて 押し つけ 、 そ れ に よる 旋回 トル ク の 増大 
に たよ つて 、 拘 作 員 が 堆 位 置 (方 位 盤 と 同一 旋回 角 ) を 感知 で きる 
ょ よう CC し た も の で 、 あ る 程度 以上 の 力 を 加え る と 眼鏡 部 を 旋回 さ 


せる こと と が で きる 。 


| 


旋回 18CDX 秀 仰 18C ヌ 
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①) 


9 方 位 盤 アン テ ナ 策 直 表 志 磯 薄 


アン テ ナ 錠 人 名 負 を ダイ ヤル ん 表示 する と と も (と 、 


ShS 共学 吾 を 方 


位 般 の 光学 軸 、 レ ー メ ヌ 四 ) ヶ を l 一 人 筐 人 研 角 交 合 を さす る 太め の 殿 構 で 


ある 。 


右 郷 ヘン ドル だ 歪 ボ ュ ン を あ と 
太め の と ママ っ 滑る スー ンチ テー る 。 
左側 ヘン シン ドル は 、 澤 征 こ そ ム み 宮 < 
の ② 。 行 全 都 蛋 
一 10 ~ 90” 
固定 位置 0 ” 


スタ ビラ イザ 


构造 概要 


と の スタ ビラ イザ ここ 、 ニ = ニー ルル 及 ここ マチ ご 


D 人 NA 


TDA HART + = 


し 


QO 


そっ 2 
六 
@ ペン $. 
mr レン > 
に 


に gi 上 


仮想 軸 を 中 心 と し た 円 周 具 配置 され た ガイ ドロ ー ラ と 扇形 の ガイ ド 
レー ル C て ょ よ つ て 可動 部 を 支持 し た いわ ゆる 二 重 ゆ りか ご どの 形式 の も の 


で アウ ター ロー ル ( 下 側 ). イン ナー ビッ ツチ ( 上 側 ) と な つて いる 。 


各部 は 、 礎 全部 、 ョ ー を 部 、 ビ ンチ 部 及び 外人 箇 か ら な る 。 


2) 和 警 合 、 狂 得 要 公有 二 六 配置 拔 要 
了 苦 ヾ 窪 
の 二 一 . て 


画定 血 の 吉 こ 嘱 は 、 ベ ミー スフレ ー ム の 人 杉 音 気 第 2 方 位 毅 は 織 
性) の 友 - と 芽 ( ち も り 邢 和 蕊 亏 基 尺 只 i、= 一 由 了 7 一 人 思量 首 
全 中 飞人 开 志 三 。 

(A) ee 

因 定 電 の 基 々 政 に な 、=ー ル フレ ー ム の 右 薇 築 ( 第 2 方 位 役 は 左 

後 ) の モニ 怪 区 あ ? ゃ 、 也 時 便 の 基 々 で 嘱 な こ ッ チラ フレーム の 右 航 個 


TI マリ ワム ーー デ ~ 
中 央 敢 和气 过 代 姑 人 。 


ベー スフレ ー ム の 艦 首 側 ( 第 2 方 位 盤 は 洪 星 ) に ある ロー ル バ 答 
出 歯車 征 C 病 、 粗 シン クロ が 4 人 ある 。 


18CT4(36XX) B12 

18CX4(36X ) B13 

18CT4( 1X) B14 

18CX4( 1X) B15 
() ビン チ 


ロー ルフ レー ム の 右 入 側 (第 2 方 位 盤 は 左 徹 ) て ある ビッ チ 検 
出 歯 東 箱 C 精 、 粗 シン クロ が 4 個 あ る 。 


18CT4(36X ) B22 
18CX4(36X ) B23 
18CT4( 1X) B24 
18CX4( 1X) B25 


エ スタ ビラ イザ 機器 間 配 線 用 端 一 般 
ペー スフレ ー ム の 艦 音 側 の 下部 に 固定 され 端子 盤 取 付 板 に K11 


一 46 一 


個 の 端子 盤 と ロー ル 及 び ビ ピッチ プレ ー キ 開放 用 の トグル スイ ッ が あ 


る 。 TB1 ~ TBI1 


才 方位 盘 厂 闫 闻 配 检 用 端子 板 
愉 一 xx 了 7 一 人 0O 左 丢 仙 愉 下 部 有 2 拒 分 乒 工 固定 文 九 大 端子 盘 


取付 板 K 22 価 の 端子 経 と 1 個 の アウ トレ ント が ある 。 


TB51 ~ エ B62 TB63 ~ TB72 


EN 
: mm 
2 


(3) 構造 及び 機能 


了 礎 台 フレ ー ム 
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台座 周縁 部 の 艦 首 側 (第 2 方 位 盤 は 艦 尾 ) の 向 つ て 大 側 に は 電気 
部 品 を 収容 し を ン ヤ アー シ @⑳、 互 別に ヒ に は スタ ビラ イザ 用 の 機器 間接 続 
用 の 端子 毅 を 取付 け を シヤ ー シ が 取付 ビ っ られ て つる 。 

また 右 徹 側 (第 2 方 位 盤 よ 左 先 ) て は 方 位 整 用 の 機器 凡 沼 続 シ ャ 
ー シ (O) 及 び ①⑪⑩ が 取付 けら れ て いる 。 

前 フレーム. 上 学 中 央 (て ロー ッ 第 1、 第 2 角度 制 思 用 マイ クロ スイ 
ッ チ が あり 、 こ と この スイ ッ ツチ の 作動 は 二 25"、 エ 28" と な つて いる 。 

前 フレ ー ム の 外面 正 側 に な は 警報 昌 べ ん が あの 9、 後 フレ ー ム 外面 《 
= 一 全 原 动机 人 吾 配 泵 姑 石 。 
の =ー ル 表 動 機構 学 

ョ ー ル 駆動 失 後 氏 は 、 ス タビ ピラ ィ ザ 用 の 英 喝 器 か ら の 出力 信号 
(て ょ つて 滅 速 素 車 邊 に 祉 まれ を サー モー タ を 駆動 シレ 、 ス タビ ピラ 


イザ に た 子 定 の ロー リン グ 仙 人 正之 鞭 〒 人 を わせ る.。 


電磁 プレ ー キ ーー ペペ ぶ モー タタ 


a ”成 速 些 车 箱 

高 速 部 毕 车 箱 上 低速 部 化 车 箱 兴 吃 不 略 、 采 坊 加 磷 第 3 図示 
村。 缆车 比 二 

モー タタ 軸 つ 負 褒 還 類 速 比 758.2:1 

プレ ー ネ 軸 一 負 末 軸 减速 比 “483.5 : 1 


ョ ー ル 仮想 納 


尿 形 歯 事 (ロー ん 部 ) 


4 人 


第 3 色 ョ ー ル 攻 動 奥 車 系 徹 図 


b 柴 重 開港 
紫 宣 邊 内 穫 人 て 党 時 維 3 ク の 病 漆 油 を た め て 、 油 浴 人 又は 、 は ね 
か け 主 紗 ~ 生 つて こる 。 ま 太 2 つ の 上 談 車 和 親交 は それ ぞ れ オォ イル 
ポッ ト 窓 が あり 外部 か ら 油 量 の チェ ッ プ が で きる よう に な つて 
の る 。 


c 真 近 サーボ モー ネタ 


ScR 宴 無 如 代 こつ て 電 唆 子 電 邊 を 盾 御 す る 直流 分 巻 サ ー ボ 
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モー タ で 強制 冷却 用 の フアン と サー 系 人 必 要 廊 フイ ー ド バッ 
ク 信 号 を 発信 する た め の タ コ ゼ ネ レー タ を 内 蔵 し て いる 。 
主 な 諸 元 を 示す と 


サー ボボ モー 


形 式 他 励 万 

出 カ 2 .2KW 

トル ク 72 妇 — ca 

回 転 数 3000r.p.m 
フアン モー タ 115V 60HZ 単 相 


タコ ゼネ レー タ 
励磁 方 式 永久 盘 石 
発生 電圧 60 シ 1000r.p.m 
8 電 成 プレ ー キ 
方 位 盤 と 同じ も ゃ の で スプ リン グ ク ロー ズ 式 著 式 多 板 プレ ー キ 


で ある 。. 


・ 分 電 盤 か ら 雅 電源 が 方 位 撃 さて いな いと る 。 
> スタ ビラ イザ の ロー を ル 向 が エー26^ 以上 な つた と きる き 。 
* 人 入力 駆動 肌 ^ ン ドル を 皇 入 し た と き 。 
* 作動 、 係 止 ス イッ マチ テ チ が で て 係 止 "区 つて か る と き 。 
* 増 編 器 の スタ ビラ イザ スィ フィ チ テ チ が 緑 。 点灯 の と き 。 
RC a 
* 艦内 電源 が き て いな いと き さ は 、 外 部 か ら DC24V1A 電源 を 


TB13 の 1 3 間 委 続 す る 。 
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* 前項 以外 は 、 ロ ョ ロー ル ブ レ ー キ 開放 スイ シッ テ を 開放 と する 。 
M4) ョ ー ル 検出 機構 部 
ロール 検出 機構 部 は 、 垂 直 ジ ヤ イ ロ か ら の ョ ロール 角 信 号 を 受信 
し て 角度 誤差 信号 を 増幅 器 C 発 信 す る と と も 低 、 ロ ー ル 角 信 号 を 
射撃 盤 C 発 信 す る サー ポポ 系 の 機構 で ある 。 
a ノン ンク ロ は 精 (36X) CX、 CT 及び 粗 (2X) CX、CT の 4 個 


あぁ あり 、 角 許 表 示 ダ イヤ ャ ル は 次 の よう KK な つて いる 。 


36X 10"(11 回 転 ) 5? 目盛 
2X 180"(1 回 転 ) 2.5? 目 盛土 40? 範囲 
正人 一目 負 一 赤 

b “人力 服 动 靶 等 


(8) プレ ー キ 開放 スイ ツチ を 開放 と し 、 ヘ ンド アル を 押入 押し て 
クラ ンチ を 父 合 させ て 回 わす 。 

() ハン ドル ん 軸 は 、 負 荷 坦 か ら 1 ン 380 の 少 速 位 人 年 C あ り ヘ ン 
ドル 1 回 転 は 約 1 区 相当 する 。 

(c) クラッチ の 歯 が か み 合 うと 、 マ イク ロス イジ ツチ が 作動 し 、 
駆動 モー ぇ の 電源 回 路 が |「 切 」 と な る 保護 回 路 が ある 。 
=ー を 制限 の 場合 な ける 人 力 離 脱 要 領 K つ いて は 、 作 動 

の 項 に つい て 説明 する が 特 交 下 意 を 要する 。 
2 。 シー ン (⑳) 

スタ ビラ イザ の デレ ー キ 用 及び 有 照明 ラン プ 用 の 電源 トラ ンス 
2 個 と それ ら の 整 旅 ダイ オー ド 2 個 の 他 C 抵 抗 、 リ レー、 端 子 
盤 な どか ある 。 


=51= 


ロー ル ( ビッチ) 
仮想 軸 
ロー ル ( ビ ピッチ) 扇 歯 車 


第 4 図 ロー ル ん (ピッチ ) 春 出 此 車 系 社 図 
イ ロー ルン アル 部 


⑦) ロー ルフ レー ム 
前 面 及 び 後 面 て は 、 そ れ ぞ れ ロ ー ん 部 ガイ ドレ ー ル が 18 本 の 
ポ ボルト と 3 本 の ノッ クビ ピンと ょ よ つ て 固定 され て いて 礎 台 鞭 ガ イド 


ローラ に に 支持 され る 。 
a フレ ー ム 右側 の 上 部 中 央 CC 第 1、 第 2 二 度 制 限 て マイ クロ スイ 
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ッ チ が ある 。 スイ ツチ の 作動 は 、 エ 5"、 エ 8? 
b 角度 制限 用 カム ニー0.5 “調整 可能 
《⑰ ビッ チ 駆 動機 構 部 . 
ビッ チ 駆 動機 構 部 は 、 ス タビ ライ ザ 用 の 増幅 給 か ら の 、 出 力 信 
号 代 よ つ て 、 投 速 歯車 系 < 組ま れ た サー ポ モ ー タ を 販 動 し 、 ス タ 
ビラ イザ に は 水平面 保持 の を め の = ニ ツチ ング 修正 運動 を 行う 。 
a 衣 速 歯車 富 
歯車 比 
モー タ 軸 負荷 軸 。 茂 速 比 113.5 : 1 
プレ ー キ 軸 ” 負荷 坦 “ 城 速 比 638.3・1 
b 歯車 潤 消 
ョ ー ン 駆動 機構 に 哲 ヒ 
e 直 六 サー ポポ そ モー タ 


ョ ー ル 使用 の も の を 小型 化し た も の で 、 主 な 諸 元 と し て は 次 


の と な り 。 

形式 他 励 破 

出色 力 800W 

トル ク 52 49 一 

回 転 数 1500r 、p.m 
冷却 フアン モー タ 115V GOHZ 3 相 


过 タコ セ ヤセ ネ レー 旬 
励 伐 方式 永久 磁石 


発生 電圧 60Y/1000r。p.m 


ー53 一 


ビッ チ 仮 想 軸 


扇形 歯車 (ビッ チ 部 ) | 


第 5 区 ビッ チ 歯 和 車 系 統 図 


e 電磁 プレ ー キ 
ョ ロー ル 雅 動 機 構 部 に 使用 の も の と 同一 で ある 。 プレ ー キ の 作 
動 す る 場合 、 閉 放す る 方 法 も 、 ョ コー を の 項 と 同じ で ある 。 
②) ビッ テ チ 礁 出 機構 部 
ビッ チ 検 出 機構 部 は 、 ジ ヤ イ ロ ( 垂 直 ジ ヤ イ ロ ) か ら の ビ ピッチ 
信号 を 受信 し 、 そ の 信号 と の 懇 開 信号 を 滞 信 問 < 発信 する と と る 
(て ピッ チ 信 号 を 届 撃 盤 C 発 舎 る サー 系 の 角度 筑 出 和 科 で ある 。 
角度 表示 ズ イ ヤル 
可動 範囲 二 5” 租 ダ イヤ ル 尋 し 。 
ウゥ ビッ チ 部 
の) 。 ビン シテ フレ ー ム スム 
を の フレ ー ム は 、 テ ー プ ブル 受 台 と テー ブル か ら な る 。 
ェ 外 简 
⑦ 防 水 蛇 而 
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防水 蛇腹 は 、 ス タビ ピラ イザ の 内 部 を 騙 水 する た め の も の で ビ ミ テ 
ロン 布 低 ネオ プレ ー ン ゴム を コー テイ ング し た ゴム 9 布製 で 、 テ 
ーー プル の 運動 区 対し て 伸 編 自在 と な る 円 雛 台形 の 蛇腹 で ある 。 
7) 外周 カバー 
スタ ビラ イザ 内 部 を 防水 化す る た め の も の で 4 つ を 分 割 さ れ て 
か り 、 保 守 点 検 用 の 窓 が 5 個所 ある 。 
角 謀 修正 機構 
と の 角度 修正 機構 は 、 垂 直 ジ ヤ イ ロ か ら ス タビ ライ ザ を 作 発 信 さ れる 
ー ル 及び ビッ チ 信 号 を その 途中 で 差 動 シン ク ョ 発信 器 C よ つて 修正 し 、 
スタ ビラ イザ が が 水平 て な る よう 調整 を 行う た め の 機 構 で ある 。 ま た 、 方 
位 盤 及 び ス タビ ニラ イザ の ダイ ヤル 用 明 ラ ング の 入 、 切 スイ ッ チ 、 作 動 、 
係 下 の ス イッ チ 及 び ス タビ ライ ザ 識 族 ス イッ テ チ な な ど が 取付 られ て おり 、 
方 位 盤 負 が 方 位 胃 C 上 る 前 区 必要 な 操作 が で きる よう て な つて いる 。 
垂直 ジ ヤ イ ョ の 信号 で スタ ビラ イザ を 駆動 し て も 。 テ ー デ アダ ィ 面 が 水平 
と な ら な いい 場合 に そ の 修正 用 と し て 使 中 する も の で ある が 、 あ る 一 点 で 
の 水平 を 出す よう CC す る と と は で きる が か 全 周 を 常 K 水 平 べ する 修正 は で 


きき 太い の で ある 。 


第 1 図 角度 修正 機材 きよ う 体 


と の きよ ょ よう 体 け は 、 革 と 本 体 か ら 廊 つて な り 蓋 は フン タツ チ で ハン ドル 
を 手前 C 引 け ば 前 面 C 開 放さ れる よう Cc 尋 つて お り 、 内 部 (人 ロー ル ダ イ 
ヤル 、 ビタ ポチ ダイ ヤル 及び 修正 角 調 定量 つま みか が あ る 。 

1) 角度 修正 歯車 箱 
歯車 系統 図 を 第 2 図 と 示す 。 
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ア ロー ル ん 及び ビッ ツチ の 修正 用 歯車 系 と シン グロ 差 動 発 信 器 か ら な る 。 

1T ロー ル ん 修正 歯車 列 と ビッ テ 修 正 歯車 列 は 同一 で ある 。 

ウゥ 歯車 系 は 、 修 正 角 調 定 用 の つま み 、 ス トン ペー、 人 修正 角 表 示 ダ 
ィ ャ イル 及び 固定 装 値 が ある 。 

ェ 修正 角 調 定 用 の つま み を 取付 け 友 軸 低 は 、 固 定 を し た 状態 又は 、 
スト ツバ ベー 人 克 あ た つた 状態 で つ まみ を 回 わし た 場合 低 歯車 が 電 を す 
べ る よう べ ネ の 圧力 て 歯車 と 軸 系 を 結合 し て いる 。 

才 スト ッ ズ ペー 機構 は 、 表 示 ダ イヤ ル を エ 2?50? 以上 回 転 で き な い 
よう て し て いる 。 

ヵ 固定 装 信 は 、 シ ンク ロ ョ 及び 表示 ダイ ヤレ を 修正 角 調 定位 食 区 固定 
する た め の 機 構 で ある 。 固定 し を と き ネ ジ の 現 み 防止 CK 固定 ナッ ト 
が ある 。 

キ 表示 ダイ ヤル 

1/ 目盛 1807 (但し 可動 男 囲 は エ 170 で ある 。 ) 
白 数 字 は 正 の 修正 、 赤 の 数 子 は 負 の 修正 を 表わす 。 


ダイ ヤル は ラン ブ プ 氏 よ つて 貴明 され る 。 
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mm っ mm 


RX 
; し 
中 ァ 7Z スト ン ツン ペー 
"a 
ダイ ヤル 


修正 角 講 定 っ まみ 


第 2 你 


乃 度 修正 機構 歯車 系 統 図 


1 


第 3 章 作 動 


概要 
方 位 船 は レー ダ 照 准 多 は 光学 照準 に よ つ て 目標 の 捜索 を 行い 、 捕 そく 
追尾 し 、 発 砲 管制 及び 弾 着 観 弄 を 行う 。 と この た め に に 、 世 的 盤 か ら の 指令 
信号 に し た が つて 旋回 、 徐 仰 を 行う の で ある 。 
この 指令 信号 は 状況 KC 応じ て 異 つ て お り 、 と れ を 対応 する 方 位 盤 の 作 
動 は 次 の と な なり で ある 。 
1) 一 定 の 規則 に し た が う 場 合 
全 周 へ リカ ヵ カメ ァ 走 査 ( 全 周 ス キャ ン 走 査 ) 、 柄 円 走査 及び スペ イラ アァ 
走査 の こと と を の の い 、 定 め ら れ た ベタ ー ン と 速度 で 方 位 毅 を 旋回 、 鈴 仰 
させ る 。 (日 笠 環 案 時 ) 
!2) 操作 員 の 意図 と し た が うり 場合 
レー ダグ 昭信 の と き は 、 弄 的 盤 指示 部 に C い て レー ダ 員 が ジョ イス テ 
ッ ク を 任意 低 動か し て 方 位 盤 を 送 回 、 短 仰 さ せる 。 
光学 照準 の こき は 、 方位 盤 射 手 お が ワン マン コントロール を 任意 人 KC 操 
作 す ナ る と と CC よ つ て 方 位 盤 を 旋回 、 人 人 仰 させ る 。 
(3) 目標 の 運動 C し た が う 場 合 
レー 婦 照 進駐 な 光学 照 伏 の 状態 で 、 目 標 を 追尾 する と と CK エ よ つて 方 
位 盤 が 旋回 、 将 人 す る 。 ( 目 伴 析 準 追尾 時 ) 
(4) 外部 の 磯 器 の 指示 に し た が 2 う 場合 
目標 を 発見 し を 他 の 機 庄 ( CIC の 捜索 レー ダ 等 ) か ら の 目標 位 信 
の 指令 信号 を 受け て 、 と の 指令 信号 て し た が つて 方 位 盤 が 旋回 、 錠 仰 


する と と 。 
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(1) 


サー ポ 系 統 


符 全 サー ボ 系 統 


第 1 図 鉛 仰 サー ボボ 系 統 図 

符 仰 系 統 は 全 周 へ リカ ル 、 全 周 ス キヤ ン で 作動 する 以外 は 、 す べ て 
商 的 般 か あら の 6 シン グ ュ ョ 凍 令 信号 C て した が うう 。 すなわち 、 測 的 殴 か ら シ 
ンク ョ 発信 器 い CX) 信号 が くる と 方 位 盤 律 合 軸 に ある シン ク ョ 人 受信 器 
(CT) か ら 誤 差 信号 が 出る 。 と の ェ エラー シグ ナル は 増 偏 北 て 送ら れ 増 
幅 され て 符 全 サー ボ モ ー タ を 駆動 させ る 。 

ま 友 符 仲 サー ボ モ ー タ (て ある タコ ジェ エネ レ ー タ 2 か ら の フイ ー ド ベッ 
ク 信号 も 増 起 器 C 送 られ サー 系 の ダン ビン グ を 動か せる た め 《 使 用 


され る 。 さ ら を 測 的 柄 か ら の タラ コン ジェ エネ 信号 ご 、 胡 妄 増幅 甘 に て 送 られ 


- デ ー ス タ 信 号 と し て 、 サ ー ポ 系 の 動 約 を 遅れ の 福 因 を する の (《 使 むれ 


て いる 。 

全 周 ベリ カ ん 走査 時 は 、 出 愉 盤 の 捜索 守 号 発生 研 寺 部 で 作ら れる 一 
定 の 信号 を 増幅 器 て 与え 、 綺 全 サ ー ボ モー タ を 一 定 速度 で 駐 動 し て の 
る の で ある 。 上 動 バタ ー ン 低 つ いて は 人 後述 する 。 
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2) 旋回 サー 系 統 
旋回 系 統 の 作動 は 、 錠 爺 系 統 と 同一 で ある 。 た だ し 、 測 的 毅 か ら の 
シン クロ 指令 信号 は By (志方 位 ) 軸 と Co ( 自 針 りり 軸 と の 差す な わ ち 
B (相対 方 位 ) 信 号 と し て 方 位 盤 C 送 られ る 。 
_ 方 冬 瑞 」 プ ー ス タ 信 号 上 一 一 一 一 


1 | 
| | 
| | 
| 増 | 
| | 
| | 幅 | 
| | | 
| | | 
| | 碧 | 
| 1 | 
| By_ _ Ze _1 | 您 | NL a _! 
第 2 図 旋回 サー ボ 系 統 図 
目標 捜索 系 
(1) 概要 


方 位 船 が 目 条 を 補 そ くし て 、 目 動 退 尾 に 移行 する 以前 の 状態 と し て 
役 略 の 方 位 や 、 距 区 が 分 つた 日 人 又 は 全く 方 位 、 距 離 が 不明 目標 
造ら 訪 位 磐 は 速 や る に K 目 磁 を 見 つけ て 捕 そ ぐし 、 追 性 し な けれ ば な ら 
な へ 。 と の 目 条 生 見 つけ 出す 月 的 の ため 、 次 の よろ な 5 つの 目標 捜索 
モー ド が ある 。 

ィ 。 全 周 へ リカ ル 
イィ 。 全 周 スキ ヤン 
> 局部 モ セクタ ( 檜 円 ) 


ェ 局部 モク タ 、 ス ペイ ラル ) 


(2) 


ォ 手 動 


各 捜 索 モ ー ド の 作動 


了 全 周 ベリ カル 


全 周 ヘリ カル の 作動 は 、 旋 回 が 45" ノ / 姓 (360"= テ 8 秒 ) の 一 定 
速度 で CW ( 右 回 転 ) 方 名 < 回 転 し な が ら 、 谷 仰 は 旋回 1 回 転 対 
レ 2? の 割合 で 15? ま で 取 下 
( 約 1 分 間 ) す る と 秒 仰 の 隆 
下 は 停止 し 、 痢 的 盤 指示 部 の 


包 ( レ ー ダ ) 軸 設定 され て 


いる 高角 の 位 信 戻る 。 
そし て 、 再 び 隆 下 を 開始 す NA 


る 。 


全 周 へ リカ ヵ カル 作動 中 、 潮 的 
第 1 ご 


全 周 へ リカ ル い ヽ 
に より hE( レ ー2) 軸 は 任 理 の 高 i 


盤 指 示 部 の 色 ジ ヨイ ステ ッ ク 


角 9 低 動か みか 十 と こ と か で き 、 と の 宮代 交 鋳 仲の 初期 赴 と を な つて 、 こ と ここ 
か ら 約 15" 星 下す る の で ある 。 

と この よう KK 約 1 分 間 ご と 切 甚 る 信号 ご 刑 的 撃 活 示 郡 の 捜索 念 号 
発生 機構 郡 ( U9A46A1 ) で 作ら れる の で ある 。 

方 位 毅 は 通常 、By( レーダ) 軸 、E( レ ー ズ ダ ) 軸 双 な 漠 的 色 管 
電 癌 の By 軸 、 還 が 命令 軸 と 左 つ て ボ ポジション コン トロ ー み の 状 
奄 で 重水 され る の で ある が 、 全 周 ヘ リカ ル ん の 場合 は レー トコ ント p 
ー ル を な つて ちり 、 増 門 器 の 中 で 一 定 の レー ぃ 信号 が 与え られ て い 
る 。 
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第 2 図 全 周 りみ カン ( 全 周 スキ ヤニ ) By 信号 系 統 図 
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第 3 四 全 周 へ リカ ん 昌信 号 系 統 図 


イ 人馬 周 スキ ヤン 


全 周 ヘリ カ ヵ カ ィ 作動 中 渕 的 盤 指示 部 の 右 下 側 と ある 足 踏 ベ タル を 1 
回 踏む と 全 周 スキ ヤン と いう 2 行動 を 行 2 の 。 こ と これ は 全 周 へ リカ ん 多 五 


ー お 4 一 


いて は 高角 が 降下 し て いた が 、 と の 足踏み ベタ ル を 踏 な と その と 


き の 高 角 が 変化 せ ず ー 定 高角 で 旋回 する の で ある 。 


全 周 スキ ヤン の 旋回 は 、 全 周 へ リカ ル の 場合 と 全く 同じ て 増幅 器 
か ら レ ー ト コン トロ ー ル され 45" ン ノン の 一 定 速度 で CW 方 向 K 旋 回 
する 。 

和解 仰 は 、 時 ジョ イス テッ ク 信 号 が 直接 増 太 器 CC 入 つて 方 位 盤 E 電 
を レー トコ ント ロー ん し 、 任意 の 角度 て 動か すこ と が で きる 。 こ と の 
と き 、 双 (レー ダ ) 畔 は 方 位 盤 軸 て 追 侍 し て 作動 する 。 

全 彫 ス キマ ン の 信号 系 統 を 第 4 図示 す 。 


ジョ イス テンジク ター ーー ーー! 
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第 4 図 全局 スキ ヤン 理 信 号 擬 統 選 
2 局部 モク タ ( 人 本 円 ) 


方 位 錠 が OMC 又は 測 釣 盤 指示 部 の ByW ジ ョ イス テッ ク で 任意 


手動 コン ト ョ ロール され て いる と き 、 測 的 盤 指 示 交 の ニー 


「 局 部 モク タ ( 緑 ) 8SW を 押す と 檜 軸 走 査 革 行 わ | 
8 ? 
れる 。 と の と き 半 39 般 の By、 ミ いい レー ) ) 釉 本 i 搜 / | 


索 信 号 発 生 機 北部 の 出力 信号 C よ つて 旋回 エ 1.5* 3° 
身 仰 二 4" の 範囲 を 作動 レ し 、 こ の By 、& vv 一 各) 


ー66 一 


軸 に ボ ポジ ショ ンコ ント =ー ル を ん され て いる 方 位 般 は 橋 円 走査 を 行う の 


で ある 。 こ の 場合 区 、 走 査 軸 は By 思 ジョ イス テン ッ ク 双 は OMC C よ 


つて 任意 な 方 向 区 指向 させ る とこ と が で きる 。 


第 S 選 益 四 走査 知 屯 ) 信 号 系 統 図 
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第 6 図 檜 円 走 衣 (旋回) 信号 系 編 記 


局部 モク タ ( スバ ペイ ラル ん) 
TDT 、 WAP(DAP) 又 に TDS CK 目 機 指 示し て いる と き 、 刷 的 盤 沸 
示 部 の 「 局 部 セクタ ( 緑 ) 。 SW を 型 す と 、 方 位 盤 は 、 そ の 目玉 指 
示 人 信号 を 中 心 と し て ええ バイ ラル 作野 する 。 
この 場合 $ 測 的 盤 癒 示 弄 の 下 索 信号 発 
生 機 玲 部 の 出力 信号 作 よ つて By 、Q) 斑 
(レー ダ ) が 第 7 図 の よう 2 放 動 き By、 
軸 ( レ ー ダ )C ポ ボ ポジ ショ ンコ ント ロー 
ル さ れ て いる 方 位 盤 は スペイ ラル 作動 する 。 第 7 鉛 
周期 : 5.6 秒 全 回 転 角 ・5 テ ラジ テン - 周期 * 
人 スバ ベイ ラル : 3.6” 回転 / 


了 
ビッ チ 
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目標 追 昨 系 

[ 光学 照 共 ] て よる 追尾 と 、 | レーダ 妥 準 ] C よ る 追尾 が あり 、 そ れ 
ぞ れ 追尾 エ ラー の 検出 方 法 が 異 つ て いる 。 と の 切替 えな は 方 位 盤 射手 に エ 
つて 0.M.C の 左 把 手 に ある レーダ _ 、「 光 学 」 押 名 スイ ツチ (8207 
A・B) で 行い 、 現 在 、 ど の モー ド で 追尾 し て いる か を SB。L。8 バ ネル の 表 
示 ラ ンプ (DS 一 303 ~ DB306 ) で 表示 す る 。 

方 位 盤 が 目標 を 捕捉 俊 、 追 尾 状 態 C を る と 、 ま ず モ ー ド 1 か ら 追 尾 を 
開始 する 。 その 人 後 状況 KC 応じ て モー ド 2、 モ ー ド 3 又は モー ド 4 と 目 察 
及び 追尾 状態 に 適し た モー ド を 洛 的 盤 指示 部 区 や いて 選択 する 。 


モー ド と 荘 学 量 准 及 び レ ー ダ 照準 の 組合 せ は 、 


2 Re 
/ 


~~ モー ドド 2 


レー ダ 照 汐 

~ 一 和 包 照 更 站 场合 低 

目標 か ら の 反 層 波 は レヒ レーダ アン テナー 受信 苑 っ 測 的 盤 指示 部 に 送ら れ 
以後 の 追尾 サー ボボ 系 を 動か せる 誤 在 生生 と な る 。 し た が つて 、 レ ー ダ を 照 
準 の と きま は 、 方位 融 午 手 が 0.M、C を 操作 する こと な く 目 標 を 自動 的 
追 叶 する < 

角度 の 誤差 検出 張 構 と し て 働 ぐ の は 方 位 盤 そ の も の で 、 射手 が 照準 望 
遠 を 見 な が ら O.M.C を 操作 し て 常に 目 儲 が 照準 望遠 多 の 中 心 C て くる 
よう て する 。 と の O-.M。C の 操作 に よ つ て 生ずる 電圧 か レー ダ 同 準 お 
ける 誤 才 電 王宮 し 動き こ な り 、 以 後 の サ ー ボ 系 を 制御 する 。 
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追尾 時 の 方 位 盤 抽 御 系 ブロ ッ ク 國 
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SLS 部 の 作動 

Sh8 の 双眼鏡 で 目標 を 捕捉 し た 場合 又は 方 位 盤 を 特定 方 向 に 指向 する 
場合 、ShS 右 把手 低 あ る [ SLS 目 様 指示 」( 8301 ) 押 負 スイ ツチ を 押 
す と 方 位 盤 は 、 SLS の 指向 方 向 区 同期 又は 追従 作動 する 。 と の と き 飾 仰 
は SLS の 軸 て よ つ て 位 民 制御 され 、 導 回 は レー トコ ント ロー ん で 動か さ 
れる 。 

また 、SLS 代 は 方 位 盤 の 下 向 に つい て 最 優先 権 が あつ て 一 日 8L8 目 
社 指 示 と し た と き な は な 、 他 から の 方 位 盤 作 動 は で き な く な る 。 す ナ すなわち もち 、 
射手 の 0.M.2 作 动 中 又 会 目 矶 追尾 所 一 下 中心 石 崔 荆 TDT.WAP(DAP) 目 
標 指 示 中 で も SLS の ”SLS 日 確 指示 押 ポ タン が 押さ れる と 追尾 、 及 
ひび 他 の 目標 指示 は 切 」 と な つて 、 SLSC よ る 方 位 盤 作 動 C 変 列 す る の 
で ある 。 

SLS て よる 方 位 宗 の 指向 作動 を 中 止 する 場合 は 、[ SLS 目 様 指示 」 
押 志 人 タン スイ ツチ を 帯 度 押す こと て よ り 方 位 盤 作 動 は 「 切 」 と な る 。 

SLS バネ ャ 部 低 TDT ii 日 標 斑 示 :、, TDT 2 目標 指示 」 及び 「 目 
標 指示 解除 . の 担 ポ タン スイ ツチ が あり 、 TDT 1 が 目標 を 捕捉 し て 
「 追 星 生 。 の 押印 を 押す と 、 SLS バネ ル の 「 TDT 1 追尾 中 | 表示 ラン 
プ が 点灯 する 。 と れ を 確認 し 、TDT 1 が 目標 を 捕捉 し た と 判断 し て 
”TDT 1 目標 指示 。 ④ 押 勤 を 理 す と 、 方 位 盤 は TDT 1 同期 する 。 す 
な わ ち 、TYD7 1 な か 目 磁 を 靖 頑 _ て いる 方 向 K 方 位 般 が 指向 され る の で 
ある 。 と この と き の 和 制 件 は 、T て DT の BB 軸 、E 軸 に By (レー ダダ) 軸 、 互 
(レシ レーダ) 軸 び が 追 径 し 、 と の レー ダダ 軸 に 方位 盤 の EE.B 軸 が 追従 する と と 
で ある 。 


TDT 2 の 場合 $ 司 様 で ある 。 


71 二 


TDT へ 目標 指示 し て いる と き 、 目 標 を 方 位 盤 か 捕捉 し て 追尾 の 状態 
友 る と 自動 的 K TDT 1!2) 目 可 了 指示 は 解除 され る 。 
ょ 太 、 TDT へ 目標 指示 し て いる と き 人 上 日 礎 指示 を 中 止 さ せ 友 ひい 場 合 は 


「 目標 指示 解除 」 押 ボタ ンス イン ツチ を 押す と 解除 され る 。 
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6 射手 部 の 作動 
(1) ワン マン コン トロ ー ル (OMO) 
OMC は 方 位 盤 を 光学 照準 て な いて 目標 の 捜 案 、 捕 捉 、 照準 追 時 及 
び 単 独 で 方 位 盤 を 作動 させ る と き 化 用 い 、 測 的 盤 指示 部 の 包 ・BY ジョ 
イィ イス テン ジンク と 同じ し 働き を する 。 
と の 作動 は OMC 左 把 手 m レー ダダ 照 華 、 光学 照 共 切替 スイ ツチ 
( S207A。B ) か ポタ ン を 押し て 光学 明 部 と し 、 刺 手 座 席 の 左足 元 K 
ある 足 踏 ベ タル ャ スィ イン ッ ンチ (S205 ) を 踏み と むと 作動 可能 な 状態 と な 
る 。 以後 足 踏 ベ タル スイ ツチ を 踏み と ん だ まさ OMC 把手 を 左右 回 
せ ば ば 方位 盤 が 旋 可 し 、 到 手 を 手前 た うい を り 押 し た りす れ ば 符 仰 する 。 
と の OMC 把手 の 操作 角度 CC よ つて 旋 析 、 婦 仰 の 速度 が 制御 きれ る の で 
ある 。 
OMC の 内 部 低 は 2 個 の ボテ ン シ ョ が あり 、 そ の ボテ ン シ ョ の 固定 抵 
抗 R203 、 R204 及び R207 、 ミ 208 を 経て 4008H2135Y の メン ク グロ ョ 励 
磁 電 王 , VW 相 ) 二 えっ れれ て ご る 。 
OMC の 回 転 多 記し じ ボ モン シン ショ ひか ら の 選 力 電王 が 変化 し 、 と の 電 自 ぶ 
刑 的 般 の BB。Br( レ ー ダ ) 直 を 素 要 拓 狗 し 、 豆 。By (レー タダ 軸 な と よ 
つて 位 軒 制御 され る 方 位 盤 が 旋回 、 符 凶 す ナ ぉ る こ - て な る 。 


OMS こ て よる 作動 系 統 を 第 1C て 示す 。 


B 軸 ! co 加 !B ァ (レー ダ ) 軸 


| 
| 協 堅 震 ( て 4 っ 
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第 1 悦 2MCK よ る 作動 
2) 光学 照 華 一 レー タダ 嘱 準 5 替 ス イツ チ ( 8S2Z07A.B ) 
OMC の 左 把手 と ある 祥 症 スイッチ テ を 押し ( 押 劉 機構 が 引込 ん た 状 
態 ) 、 足 踏 ベ タル ん スイッチ ( SZ05 ) を 踏む と OMC で 方 位 盤 を 作動 さ 
せる と と が 可能 と な り 目 標 を 捕 提 妥 準 する と こと が で きる 。 と の と き 壮 


的 盘 指 示 融 所 攻 收 工 亚 中 的 忆捷 皇 十 所 过 追星 状 巧 上 太 冯 页 光学 照準 


て は 何れ の モ ー ド お いて も 角度 は 常に OMC で て 追 時 し て お か な けれ ば 
な ら な い 。 
[レー ダ 照 共 」 へ の 切替 は 、 9MC 左 把 手 の 押 包 スイ ツチ を 再 厩 押し 
て 離す と て ( 押 多 機構 が 出 た 状態 ) 、 レ ー ダ 照 華 と な りら り 大 的 盤 指示 部 に 
ある 了 E、BY ジ ョ イス テッ ク で 方 位 盤 を 操作 し 目 乏 方 向 に 指向 させ る こと 
と が で きる 。 レー ダ 照 準 で は 距 難 捕 下 の 状態 と な れ ば 人 旬 度 も 目 動 的 
追尾 され 光学 胎 共 の よう な OMC 操 人 年 の 必要 は な く な る 。 光学 居 華 で 目 
標 を 捕捉 し た あと レー 導 を 照準 へ 移行 する 場合 放 は 稼 境 室 と 十分 連絡 を 
密 て し て 行う 必要 が ある 。 
3) 作動 一 係 止 切替 スイ クチ (S206 ) 
OMC バネ ル ん 部 ある と の スイ ッ チ は 、 方 位 般 C 乗 隆 す る 配信 只 代 对 
する 安全 機 村 と な つて まり 旬 度 修正 頁 構 の 作動 一 係 止 切替 ヌィ ンチ と 
と も 連携 し て 作動 する 。 
すなわち 、 方位 盤 《C 配 借 く つく 場合 は 角 要 修正 友 構 の 作動 一 係 止 切 
替 押 ボタ ンス イッ チ を 提 し て 係 止 と し 、 方 位 盤 C 配 置 に つい た あと 
OMC バネ ル の 作動 一 係 止 切 稔 理 ボ タン を 理 し て 作動 と する 。 
ま 友 、 方 位 盤 を 難 わ れる 場合 に 9MC バネ ル の 衝動 一 係 上 切 療 押え 
ンス イツ チ を 押し 休止 と し た る < 万 條 付か みっ 妖 り て 呈 放 修 正 曖 槍 の 押 
ポタ クス イツ 秀 許 押し て 作動 に こと て ちく 。 
表示 ラン プ の 点灯 な 、 増 帆 器 いせ 4 ) の ロジ ッ ク 半 進ん で 年 動 係 
止 準備 まき で くる と 「 人 作動 双 さ な 全 上 の いづ で か の ラン ププ が 点灯 
する よう に K に な る 
「 作 動 「 に な つて お れ ば 方 位 般 及び スタ ビラ イザ は 正常 区 作動 させ 
る と と が で きる 。 この 作動 中 OMC 部 又は 角度 疹 正 磯 材 部 の どら ら か 
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一 方 を も 9 一 度 押 すこ と と に より 「 係 止 」 と を なる の で ある 。 係 止 状 態 で 
は 増幅 器 (04 ) の サイ リス タ 電 源 が 「 切 」 と な り 方 位 盤 せ 停止 、 ス 
タビ ライ ザ に は 皿 板 面 人 水平 信 止 ( 零 位 備 集 止 ) する 。 

(4, 方 位 盤 手 動 ス ィ イッチ 、SZ09 ) 

と の スイ ッ チ に は 緊急 用 の スイ ッ チ で ある 。 通常 は 正常 | に し て な 
く 。 も し 何 か 緊 急 を えと と が 発生 し た 場合 、 こ の スイ ツチ を 「 手 動 」 に 
する と 方 位 盤 に 増幅 器 (04) の サイ リス タ 電 源 が 「 切 」 と な り 直 ち 
人 停 止 す る 。 符 仰 に つい て は プレ ー キ が 作動 し 拘 東 状 態 と な る 。 測 的 
盤 指示 部 又は 増幅 傾 (U4 ) て ある 方 位 盤 ] 押 ポタ ンス イッ チ は ば は 緑 
も 白 も 消え て 『 孝 位 盤 手動 」 の 赤 ラ ンプ が 点灯 する 。 

(5) プレ ー キ 開放 中 スイ ンチ ( S 210 ) 

方 位 盤 の 奉 作 を 砲 取 調 整 試験 ) 等 た お いて 手動 ハン ドル を 使 つ て 
動か 必要 の ある と き 低 用 い 、 と の スィ イッ テ を 開放 」 側 C す る と 術 
仰 プ レー キ な は 開放 で きる 。 開 牙 状態 で は 測 的 盤 指示 部 の 「 方 位 盤 」 
押印 え スイッチ 増 必 問 が 局 操 時 、 因 論 問 の 方 定 盤 .: 押 名 スイ ッ ツチ) 
は 緑 る 白 も て すず を と ええ 押 し て も 動か な い 。 使 申 俊 は 正常 と し て な 


く 。 
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目標 指示 系 
方 位 盤 か 他 の 目標 捜索 系 か ら 方 位 や 高角 を も る らい 、 そ の 方 向 《 追 従 す 
る いわ ゆる 目標 指示 に は 、 方 位 盤 の SLS 部 で 選択 する も の と 測 的 盤 指 
示 部 で 選択 する $ る の の 2 樺 人 て 区 分 さん 、 そ れ C て は 次 の 各種 の 目標 指示 が 
ある 。 
TDT まし | 
DE 型 な し 
方 位 盤 SLS で 選択 する る の {TDT $< 
SLS 
TDS (WAP . DAP ) 
商 的 盤 指示 部 で 選択 する も の #】 SFCS 
GFCS 
目標 指示 と お ける 旋回 、 答 分 系 統 図 は 第 1 図 及 び 第 2 図示 す と お り で 
ある 。 この 図 の か ら わか る よう て 、 い づれ の 目標 指示 CC お な いて も 粒 信 号 
(1 速 ) の み の 位 置 制御 で 到 .By い (レーダ) 軸 が 動か みさ れる 。 そ うし て 
と の ほ 。BT( レ ー ダ ) 暫 か 命令 聴 こ に ちり 万 位 役 が 2 速 シ ンク ョ 系 で 位 全 
制御 を 受け る と こと に な る 。< 
目標 指示 シン グロ 擬 は 1X と ZX が あり 、 到 (レー ダ ) 軸 で 1X ヌ の 
CT で 受け る か 2 え の CT で 受け る か を 使い 分 ける 。 一 方 旋回 は 真 方 位 
と 相対 方 位 が を 2?、2o 算 和 を 通す も の と 、 通 さ な い も の と 作 人 使い 分 け て 
いる 。 
目標 指示 シン ン クロ が 1X メ で も 、 2 ヌメ で も 、 ま 友 、 胡 方 位 で あろ うと 相 
対 方 位 で あろ うと 、 方 位 盤 で き .By( レーダ ) 軸 位置 制御 で 追 供する 
の で ある の で その 差 は な ^。 方位 盤 が 目 磁 了 指示 シン ンク ロ 区 追従 し て いる 


上 き 、 ジ ョ イス テン ツク 及 ひ OMC を 操作 する と 角度 オフ セン ト を 与え る と 
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と が で きる 。 


・8 ア (レー ダ ) 軸 は 全て 位置 制御 され 


卫 


きゃ 


目標 指示 シン フ プ ョ 系 か ら 


注 


レー ダダ) 軸 が 奈 


みみ は 速度 制御 で By 


の 宮本 


示 


動 さ れる 。 
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ターーーーーーーーー 〇 B. OMC 


目 機 放 ホ シン ク ョ ロ 


第 2 六 
日 檬 指示 闵 > 夕 口 杀 杭 因 (旋回 ) 
が 人 ⑰ 盤 B 軸 


8 スタ ピラ イザ 
⑪) 概 要 
スタ ビラ イザ は 艦 の 動揺 に 対し て 、 方 位 盤 を 水平 た 介 つ た を ため ぬ め の も の 
で 、 と の た め 自 の ビッ チ 方 向 及び ロール 方 向 人 動く よう C な つて ちり 
ジャ イロ 装置 か ら 奏 出さ れ た 動揺 旬 を 受け スタ ビラ イザ の ビッ チ 及 び 
ロー ル の サー ボ ポ 系 を 作動 させ る の で ある 。 


サー ボ 系 の 系 統 略 図 を 示せ ば 、 次 の 第 1 図 の と り で を る 。 


又 タビ ピラ イサ | 
1 タコ ジェ エネ 


信 号 


し 


第 1 上 鐘 サー 系 酸 踏 図 


艦 が 傾斜 する と 、 ジ ヤ +1 ョ 装置 | ご ッ チ バロー レン ) 軸 人 取付け られ 
て いる シン ク グ ョ 発信 器 か ら 36 ヌ <〈 寺 )、2Z2 双 ( 粗 ) の 形式 で ビッ チ 
(ロー レル) 角 が 送ら れ て くる 。 

スタ ビラ イザ の ビッ チロ ョ ローン ん) 軸 て ある シン グ ョ 受信 器 (18C) 
KK さよ つて ビン シッ チ ( ョ 可 』ー ル ) の 誤 大 語 号 を 礁 出し 、 こ れ を 増幅 器 K 送 り 
と の エラ ー を 電力 増 昼 し て ビッ チ テ ( ロ ー ル ) サ ー ボ モー タク を 駆動 させ 


スタ ピラ イザ を 作動 させ る 。 


ビ ツ チ 及 び ロ ー ル の サー が モー タ 代 つい て いる タコ ジェ エネ レー タク は 
サー ボ 系 の ダン ビン グ に K 使 用 され て いる 。 ま 太 、 ジ ャ イ ョ 装 値 か ら の 
タコ ジェ ネ 信 号 は プー スタ 信号 と し て 、 載 幅 器 に 送ら ちら れ サー ボ 系 の 動 
的 な 遅れ を 補償 する の に 使わ れる 。 

第 1 図 か ら わ か る よう KC36X( 靖 ) シ ンク 信号 の 径 路 に 角度 修正 
機構 が あり 、 こ と これ 人 は 差 動 シ ンク ョ 発信 器 ( CDX ) が あつ て ビッ チ 有 角 
及び =ー ル を 角 を それ ぞ れ エエ 1 庶 の 範囲 で 手動 区 よる 修正 が 可能 な な つ 
て いる 。 

と れ は 、 ジ ャ イ ョ 装置 の 据付 面 と え ぇ タビ ライ ザ の 質 付 面 の 平行 度 に 
誤差 が ある 場合 、 そ の 誤差 を 修正 する ため の も ぁゃ も の で ある < 

(3 和 零 位 値 停止 

この 作動 は 、 ス タビ ピラ イザ が ジャ ヤ イ ョ ロ の 角度 すなわち も 艦 の 動揺 C 対 
レ て 関係 な く 、 ス タビ ライ ザ の モッ チ 及 び ロ ー ル を D 度 て 停止 させ る 
作動 を いい 、 と の と き 方 位 毅 面 は 艦 の 甲板 面 と 平行 状態 と な る 。 

と れ は け は 方位 融 CK 乗 蜂 する 操作 員 の 安全 の た め の 機 構 で あつ て 、 話 の 
場合 に 作動 する 。 

7 スタ ビラ イザ の 起動 時 で 測 的 盤 で 


スタ ビ ピ 作 動 ( 緑 )) の と き 。 
1 角 旗 修正 機構 又は トワ ンマ ンコ ント ロー ル ベ バネ ル の 「 作 動 一 係 止 」 


スイ ツテ を 「 係 止 」 て し た と き 。 


(スタ ビラ イザ )!| (增幅 器 ) 
! 


(ジャ イロ ) ( 射 而 盤 ) 


Zo(Eto ) 朝 


第 2 図 スタ ピラ イザ ・ サ ー ポ 系 統 図 


WP 
3>29 友 (wi < 


ビッチ 
34X 


笑う 較 スタ ビラ 3 ザッ シン グロ 系 袋 図 (と ッ ラチ ) 


9 角度 制限 の 作動 
(1) 方位 盘 
7 概 要 
方 位 盤 は その 機械 的 構造 上 、 傘 仰 て つい て は 作動 範囲 ヒ 上 制限 が あ 
る が 、 旋 回 は 全て の 信号 を スリ ッ プ リン グ を 通し て いる た め 機 械 的 
な 制限 が な く 作 動 男 囲 人 は 制限 が な い 。 
傘 仰 て は 第 1 制限 と 第 2 制限 が ある 。 
第 1 制限 に は 十 85 度 及び ー5 度 で 、 方 位 融 か 作動 中 この 角度 
な る と 方 位 般 の シン ク ョ 制御 変圧 器 (CT) は シン ク ョ 命令 軸 ( 弄 
《 レー ダ 》 軸 又 は せ 軸 ) から 切 離さ れ 、 第 1 和 制限 の +85 庶 (一 
5 度 ) で 停止 され る <。 
と の と き ジ ョ イス テッ ク 信 号 又 は 蝶 。OMC 信号 は 切れ 、 離 脱 方 向 
て の みみ 信号 が で る 。 
第 2 制限 は 二 88 度 及び ー8 度 で あり 、 方 位 盤 が 何ら か の 理由 KK 
ょ つて 第 1 制限 を 過ぎ た 場合 て 第 2 制限 と な る 。 第 2 制限 で は 増幅 
器 の サイ リス タ 電 源 を 切る と と も CK、 全 仰 軸 の 電 克 プレ ー キ が 働き 
方位 盘 般 爷 轴 在 拘束 放 る 。 
第 1 制 限 又 性 第 2 制 限 上 交友 上 测 的 盘 考 示 邵 及 维 增 幅 器 (04) 
て な の いて ラン グ 表 示さ れる 。 
ィ 作 動 
第 1 制限 て 入 つた 場合 、 そ の 位置 で 方 位 艇 を 停止 させ る 方 法 と し 
て GPCS 1 型 で は 第 4 図示 すご ど とく 、Z2 速 度 シ ンク ョ 系 の 精 の 和夫 
位置 停止 を 行 つ て いる 。 
すなわち 、 第 1 制限 て 入 つ た と き 、 粗 CT の R1、 民 2 を 切断 す 
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被 肥 动 山 


る と と も る も 低 、 策 CT の 固定 子 巻 線 81、82、83 を 積 CX か ら 急 


りり 離し 、 か つ 


リレー コイ ル 


リレー 電源 


角度 制限 作動 系 統 図 


第 4 図 


81、83 を 短絡 し て 一 定 の 励 修 電 圧 400HZ115V V 相 の 励磁 が 
か か る よう CC し て いる 。 と の と き 、 固 定 抵抗 103 を 直列 挿入 
レ て 固定 子 巻 線 C 加 える 電圧 を 規格 内 C 押 えて いる 。 

と の よう みな 状態 で 回 転 子 軸 を 回 わす と 、 そ の 出力 電圧 と 回 転 角度 
と の 関係 は 第 5 図 の ょ うに K に なり 、 矢 印 で 示し た 方向 に 、 サ ー ボ が 収 
束 す る も の と す を と 、5Xx2n 度 (r=0、 二 1、 二 2 ……… ) の 


点 が 安定 点 で 、 5 メメ ( 2n 二 1) 度 (n テ 0O、 


の 点 が 不安 点 と な る 。 


第 5 図 CT の ロー タ 電 位 民 と 出力 電圧 の 関係 ( 36X の 場合 ) 
前 述 の ょ うに K、 方 位 般 人 徐 仰 は + 85 度 1 
AL 
$2/ ) fy 
ー5 訂 が 第 1 制限 で ある た め 第 5 図 の * 〇 dsal 二 
ま で は 不安 定点 と な り 、 十 85 度 、 一 5 
度 で は 停止 し な ない 。 ゆ め ゆえに に 、 CT の 励 直 を 第 5 図 と は 逆 K し て 第 6 
図 の よう KK5X(2n+1 ) 族 (nn 一 0、 圭 1、 十 2 ee ) の 点 
が 安定 点 攻 太る 。 
レ し た が つて 、 二 85 度 、 一 5 度 の 近く で 方 位 盤 の リレー 葉 115 、 
116 、 117 を 働か せる と 方 位 般 は + 85 度 、 一 5 度 で 位 慎 制御 され た 
状態 で 停止 する 。 


Si RL 
s2/ 
QQ rm CG EE 第 6 図 CT の = ョ ー タ 軸 位 置 と 出力 電圧 


の 血 係 ( 励 感 入替 後 ) 

方 位 盤 及 び シ ンク ュ ョ 命令 軸 両 廊 の リミット スイ ッ チ テ が 働い て 始め 
て リレーK115、116 、117 は 働く 。 方 位 盤 の リミット スイ ン ッ チ が 
シン ク ら 命令 軸 ょ より 少し 早 目 C 働 ぐ く よ う キッ ト さ れ て いる 。 

第 1 制限 に 入 つ た 後 せ 第 7 図 の 稚 仰 第 1 制限 関係 系 統 図 C 示 す ょ 
りり に ジョ イス テン ペク 人 信号 及び EE.OMC と も 切れ る が 、 第 1 制限 区 入 つ 
た 後 、 方 位 般 の リリ ミン トス イシ ツチ は 働い た まま で も 、 シ ンク ョ 命令 
軸 の リ ミ ン トス イン テ チ テ チ は ジョ イス テン ジンク 叉 は EE。OMC で 元 K 戻 す と と 
が で きる 。 リミット スイ ンチ テ が 切れ 大 瞬間 、 方 位 盤 は 、 ン シンク ケロ ョ 命令 
軸 低 再び ひつ な がり 、 リ ミッ ト が 解除 され る 。 

方 位 青 の リミット スイ ツチ は ー5"、 士 85“ よ り 少 し (10/ ~ 
20^ ) 内側 と モッ ト し 、 シ ンク ら 命 令 軸 は ーー5"、 十 85" 丁 度 と な 
る よう で する 。 も し レ し 方位 盤 の リ ミ ン トス ユイ ツチ を 一 5"、 二 85“ よ エ 
り 外 側 低 する と リレー 多 115、116、117 が 働き 方位 盤 が ー5°、 
十 85? で 停止 すれ ば 、 リ ミン トス イッ チ が 切れ 再び シン ク っ ュ 命 令 
軸 区 追従 し ょ うと し て ハン チン グ の よう な 状態 と な 5 り 安定 され な い 。 

つき を 第 2 制限 C 入 つた 場合 は 、 方 位 盤 欠 仲 夫人 て 取付 けら れ た マ 


イク ロス イツ チ 償 働き アー ス 信 号 を 増幅 器 ( り 4 ) 送る 。 こ とこ の 依 
号 に ょ つて 増幅 器 は サイ リス ネタ 電源 を 切り 、 プ レー キ 閉 放 用 の 信号 
を 「 切 」 と する の で ある 。 と の た め 、 方位 盤 策 仰 軸 (C 取 付け られ た 
電磁 プレ ー キ が 作動 し 、 稚 仰 軸 を 機械 的 K 拘 束 す る 。 

第 2 制限 C 入 つた 後 は 、 傘 仲 バ ンド ル を 所 定 の 位置 て 入れ 、 プレ 
ー キ 華 放 を 行 つ て 手動 で 方 位 盤 を 制限 内 戻す 。 戻 し 終 れ ば ヘン ド 
ル を 所 定位 置 代 納 ら ぬ 、 プ レー キ 開 放 用 スイ ッ チ ( BZ210 ) を [正常] 
に し て ぷく 。 

虐 的 盤 指示 部 で 押 ボ タン 操作 に ょ る 第 2 制限 解除 の 方 法 K つ いて 
は 増 幼 器 の 項 区 か いて 説明 する 。 
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スタ ピラ イザ 


7 概 要 


スタ ピラ イザ は 方 位 盤 の 稚 仰 軸 と 同様 K 機 械 的 構造 上 か ら ビ ッ テ 
ロー ル と も 作動 範囲 を 制限 し て いる 。 
ビッツ チ 、 ロ ー ル と も 人 て て そ れ ぞ れ 第 1 制限 と 第 2 制限 の 2 種類 が あ 


り 、 そ の 制限 角度 は 区 の と お り で ある 。 


二村 第 1 制限 | 第 2 制限 


スタ ピラ イザ が 作動 中 、 も し と の 第 1 制限 CC 入る と 、 そ の 角度 人 C 


ネス タビ ライ ザム 保持 され 、 さ ら C 第 1 制限 角 以 此 艦 が 傾斜 し て も 
第 1 制限 角 以 上 に スタ ピラ イザ は 動か な い 。 
し た が つて 第 1 制限 か ら 超 過 し た 分 は スタ ビラ イザ 面 を 傾斜 させ 


る 。 と の 状態 を 示す と 次 の よう に な る 。 


の 停止 状態 ?) 制限 内 作動 


の 2 


2 第 1 制限 第 1 制限 角 以 上 


の ,。、 の 9。、 の 。 弘 が 水平 か ら 傾い た 角度 

9,。 、 の ひ 。 ぐ ご 第 1 制限 角度 

り 。 = 第 1 制限 角度 + の 

艦 が 次 第 低 復 元 し て 、 第 1 制限 角度 内 復帰 する と 、 ス タビ ライ 
ダ ザ は 再び 自動 的 C 作 動 し 動揺 修正 を 開始 する 。 

第 2 制限 C つ いて は 方 位 盤 償 仰 軸 の 第 2 制限 と 同様 で 増幅 器 の サ 
イリ スタ 電源 が 切ら れ 、 さ ら K 電 破 プ レー キ で ビッ チ 、 ョ ロー ル の 両 
軸 と も ゃ も 拘束 する 。 

第 1 制限 及び 第 2 制限 た 入る と 、 増 幅 器 及 び 測 的 盤 指示 部 に ラン 
プ 表 示す る 。 

1 作 動 

スタ ビラ イザ が 第 1 制限 C 入 つた 場合 、 そ の 位置 で スタ ピラ イザ 
を 停止 させ る 方 法 は 、 方 位 盤 の 角度 制限 作動 の 方 法 と 同じ で ある 。 

た だ 、 角 度 制 限 率 統 て な いて 方 位 毅 と 比較 し て 異 る と と ろ は 、 シ 
ンク ョ 制御 変圧 器 ( CT ) の 3 線 側 を 切替 る リレー( Kl11 、K12 の 


半分 と K7 と K8 の 開 分 ) が 精 の 側 ヒ も 入 つ て いる と と と 、「 零 位置 


停止 」 の 動作 を させ る た め シ ンク グ ら 励磁 電源 ( 400HZ VW 相 ) の 極 
性 を 入替 そえ る リレー( K14 、K10 ) が ある とこ と で ある 。 
第 8 図 に 角度 制限 関係 系 統 図 を 示す 。 


(第 1 制限 の と き ) 


( 零 位 代 停 止 の と き ) 


第 7 加 CT の ロー ネタ 位置 と 出力 電圧 の 関係 
注 。「 零 位置 停止 | は 、 船 体 運 動 に 関係 な く ス タビ ライ ザ 面 を 甲板 
面 と 平行 て させ る 。 
⑦ 。 第 1 制限 と な つた 場合 
ビッ チ と ロー ル の 作動 は 同じ で あり 、 ビ ッ チ に K つ いて 説明 すれ 
ば 、 
第 8 図 に いて リレー(K11、12、13 、14 、16 の 5 個 ) 


を 働か せる と 
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その CT ロー タ ん と 出力 電圧 の 関係 は 第 7 図 ア の よう て な る 。 5“、 
ー 5? が 安定 点 C な る よう KK サー ポ 系 が 組込ま れ て お つて リレー は 
5° 近 くる で 一 庶 に 働か な せれ ば よく 、 正 確 選 5° で な く て を も 5° に に 停 
止 す る < 

ロー ル 紅 つい て も 、 区 7、8、9、10、15 の リレー を 25" で 
働 み せ 25“ で 停止 させ て いる 。 

この 場合 、 ス タビ ピラ イザ 側 低 つい て いる リミット スイ ッ テ B3、 
85 は 土 5" 及 び 土 25"” よ りや や 内 仙 ( 10“ ~ 20′ ) で 作動 する 
よ ょ うに に 調整 し て お なく 。 

の ⑦ 「 考 位置 停止 」 の 場合 
溝 的 盤 指示 部 叉 は 増幅 器 で 「 ス タビ 用 意 」⑰⑳⑪、「 ス タビ ピ ビ 作 動 」 
の と き ス タビ ピラ イザ は 夫 位 作 佑 止 と な る 。 と これ は 、 ス タビ ライ 
ザ が 何 度 代 な つて いて も る 夫 度 ( 土 0” ) 停止 させ よう と する も 
の で 、 そ の た め C は 第 1 制限 の よろ K 粗 信号 を 切り 離す わけ C は 
いか な い 。 し た が つて 、 リ レーK16、( ロ ー ル KK15 ) 仕 狂 か な 
い 。 
また 、 リ レーKk14、( ロ ョ ロー ル K10 ) は 第 1 制限 で は 働く が 雪 
位 値 停止 で は 働か な な い の で 精 シ ンク ロロ の 励磁 は 切替 わら ず 第 7 図 
の イ の よう に K に なり サ ー ボ は 堆 度 と な る 。 
② 第 2 制限 と な つた 場合 

マイ クロ スイ シン ッ テ 856 ( ビッ テ ) 又は 54 (= 一 元 〕) が 作動 し 、 
テー ス 信 号 を 増幅 器 (C 送 る 。 と の 信号 を 増幅 器 で 受け て サイ リス 
電源 を 切り プレ ー キ 開放 用 の 信号 を 「 切 」 と する 。 と れ 低 よ つ 


て ビッ チチ ロール 軸 に ある 電磁 ブレ ー キ が 働き 、 ビ ピッ テ チ テ 軸 及び ョ aー 
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ル 軸 に ある 電磁 プレ ー キ が 働き 、 ビ ピッチ 軸 及 び ロ ロール 軸 を 機械 的 
紙 拘束 す る 。 
第 2 制限 を 離脱 する は 、 手 動 ヘ ンド ル を 所 定位 針 C 入 れ ビ ッ 
テ 又 は ロー ル の プレ ー キ 開放 用 スイ ツチ テ 87 (ビッ テ )、88(g 
ー ル ん ) を 「 開 放 ) と し て プレ ー キ を 開放 し 、 手 動 ス ンド ん を 回 し 
て スタ ビラ イザ 作動 角度 内 区 戻す 。 戻し 終 れ ば アプ レーキ 開放 え スイ 
ッ テ を 「 正 常 」 と し て 手動 ヘム ンド ル を 抜く ぐ 。 
= 注意 “。 
手動 ヘン ド え で 第 2 制限 を 離脱 する と き に は 、 次 の 点 に つい 
て 特 放 生 意 を 要する 。 
手動 ヘン ドル て 角度 制限 を 離脱 させ る と き は 角度 検出 機構 部 
の 小さ な 歯車 を 介し て スタ ビラ イザ の 大 き な 駆 動 歯 車 を 動か そ 
2 と いう 機構 で ある た め 角 度 検 出 機構 部 人 過 大 を 負荷 が か ゝ り 
歯車 及び 電 素 氏 損 傷 を 与え る 菅 れ が ある 。 
特選 コロ ョ ロー を が が 第 2 制限 と な つた 場合 は 細心 の 注意 を 要 し 、 次 
の 変 領 ( ょ る と と が 了 望ましい.。 
ナ を わ ち 、 ョ ー ル 傾斜 側 KC 人員 ( 2 名 ) を 配置 し て 、 復 帰 さ 
せる 方 向 C や や 持ち 上 げ さ せる よう CC し な が ら 、 手 動 ハ ンド ル 
を 回 し 、 歯 車 等 過大 負荷 を か け な い よう にし て 離脱 させ る 。 
10 角度 修正 機構 
(1) 概 要 
と の 角度 修正 は 、 ジ ヤ イ ロ ( 垂 直 ジ ヤ イ ロ ) と ス メ ビ ピラ イザ 間 低 差 
動 シ ンク ロ ョ を 入れ る と と に よ つ て 、 ジ ヤ イ ロ 信 号 の み で テー ブル 面 が 


水平 と な ら な い 場 合 上 補正 し て 水平 面 を 保持 させ る の で ある 。 
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(2) 修正 角 の 調 定 
角度 修正 機構 の 開放 ヘン ドル を 手前 C 引 いて 扉 を 開放 し 、 内 部 盤面 
て ある 軸 固 定 用 の 締 付 ナ ッ ト を 列 め ダイ ヤル を 見 な が ら 修 正 角 調 定 つ 
まみ を 回 わせ ば 修正 角 を 調 定 す る と と が で きる 。 
ビッ チ K つ いて は 、 修 正 角 調 定 つ まみ を 右 へ 回 わせ ば スタ ビ ピラ イザ 
面 は 艦 首 側が 上 り 、 ロ ー ル で は 、 修 正 角 調 定 の つま み を 右 へ 回 わせ ば 
スタ ビラ イザ 面 は 右 彼 側 が 下る 。 
修正 角笛 定 後 は 固定 装置 に よ つ て 軸 を 固定 し 選 を 完全 人 閉鎖 する 。 
(3) スネ スイッチ 作動 
角度 修正 機構 た な は 角度 の 修正 を 行う と いう 本 来 の 目的 の 他 低 、 ス タ 
ビラ イザ 及び 方 位 秀 の 作動 C 関 係 す る スイ ッ チ テ 類 が ある 。 
角度 修正 機構 単 午 で は あま り 意味 が な いかが 方 位 盤 、 ス タビ ライ ザ 、 
増 起 器 と 接続 され る と 始め て 機能 を 発揮 する の で ある 。 
第 1 加 人 包 角 度 修 正 机 各 系 炉 四 硅 示 证 。 


| 
と ( 症 基 人 恬 三 概 视 都 ) ルル チカ 
四 ん | 7 


S312348 了 


| | 2 あ / 図 “国庆 信和 焉 杰 傅 天 入 


アテ ダイ マル 照明 ( 81 ) 

と の ス え スイッチ を 入 に する と 、 人 角度 修 正 機 構 の ダイ ヤル 駒 明 ラン プ 
( D81 ・D82 ) と 方 位 盤 の 旋回 、 飲 爺 用 ダイ ヤル 岩 明 ラン プ ( 1D8 
101 、 1D8206 ) 及び スタ ビラ イザ の ビッ チ 。 ロ ー ル 検出 部 用 ダイ 
ャ ルル 照明 ( 2D81 、 2D82 、 2D83 ) が 点灯 する 。 (た だ し 、 方 位 盤 
及び スタ ビラ イザ の ダイ ヤル 央 明 は 、 増 幅 器 (U4 ) が 人 筋 か て リレー 
電源 が 方 位 難 及び スタ ビラ イザ に き て いる と を の な と の ヌイ ッ テ で 
点灯 する 。 ) 

イィ 作動 係 止 ( 82 ) 

と の スイ ッ ツチ は 方 位 散 の 作動 係 止 ス イィ イッチ と 連係 作動 する 。 作動 
か ら 係 止 へ 、 逆 K 係 止 か ら 作 動 へ 角度 修正 機構 か ら で も 、 方 位 盤 と 
全く 同じ ょ う 人 切替 を える と と が で きる 。 (「 作 動 」 と いう の は 正常 
の 状態 で あつ て 、 方 位 盤 は 作動 中 又は 作動 し 得る 状態 で ある し 、 ス 
タビ ピラ イザ も ゃ 動揺 修正 中 又は 動揺 修正 し 得る 状態 で ある 。 ) 

一 方 「 係 止 」 て な る と 方 位 杉 は サイ リス タ 電 源 が 切れ る 。 ま た ス 
タビ ライ ザ は 堆 位 備 停 止 を し て 甲板 面 と 平行 と を な る 。 (を の 状態 は 
サー ポ 的 人 位置 制 御 を し て いる 状態 で あり 、 サ イサ スタ 電源 は 入 つ 
友 ま まで ある 。 ) 

と の ニス イッテ チル と 方 位 盤 の スイ ッ チ テ と の 基本 的 を 系 統 図 を 第 2 図 
示す < 

ウ スタビ ど 手動 (83) 

と の スイ ツチ は スタ ピラ イザ の 緊急 スイ ッ ツチ で あり 、 方 位 盤 C あ 

る 「 方 位 盤 手動 」 の スイ ッ チ K 対 応 す る 。 


何ら か の 理由 に よ つ て スタ ピラ イザ 人 異常 が 生じ 速やか C ス タビ 
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增 硬 器 


ライ ザ を 停止 させ た いと き 、 ス イッ ツテ チ を 上 方 KC 倒す と 増幅 器 (U4) 
で サイ リス タ 電 源 が 「 切 ] と な り 、 ス タビ ライ ザ は プレ ー キ が か な か 
つて 拘束 状態 と な る 。 
ェ 湊 光 スイ ィ イッ テ ( 84 ) 
と の スイ ツマ ッ テ チ は 双 明 ラン プ 濾 光 用 の 切替 スイ ッ チ で 「 え ネタ ピ ビ 手 動 」 
「 作 動 」 及び 「 係 止 」 の ラン プ を 「 切 二 「 細 」「 中 』「 強 」 に 切替 
えら れる 。 
通常 は 「 切 | の 位置 と し て さく 。 


(角度 修正 機構 ) 
(スタ ピラ イザ ) A 
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・ 人 2 
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村 上 [中 
を 
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11 安全 スイ ッ テ 類 の 作動 

方 位 盤 ( スタ ビラ イザ ) が 作動 中 角度 制限 C 入 つた と と の 検出 や 、 人 艇 
仰 又 は 旋回 の 手動 ハンドル の 揮 入 ある い は 旋回 ロッ ンク ビン が 入 つ て いる 
と を 検出 し た りす る た め 《、 方 位 盤 の 各部 に マイ クロ スイ ッ チ が 設け 
られ て いる 。 と の スイ ッ チ 類 の 接続 図 は 第 1 図 及 び 第 2 図 C 示 す と お り 
で ある 。 

角 鹿 制限 、 手 動 ヘ ンド ん 、 ロ ッ ク ビ ピン 及 び プ レー キ 開 放 等 の 信号 は 、 
いづ れ も ア テー ス 信 号 が 増幅 器 ( U4 ) へ 送ら れ て 処理 され る 。 

方 位 盤 の 飾 仰 第 1 制限 が 働 へ た 場合 は 、 飾 仰 は その 位置 で 停止 し 、 ジ 
ョ イス テッ ツク グ 又 は EE。OMC で 元 K に 戻す こと が で きる が 和 餅 仰 第 2 制限 が 働 
いた 場合 に は 増幅 器 い (04 ) の サイ サス タ 電 源 を 「 切 」 上 L、 纺 仰 翰 疆 
電磁 プレ ー キ が か か る 。 と の た ため 第 2 制限 の 離脱 区 は プレ ー ネ を 手動 で 
凍 放 し 、 人 徐 仰 手動 ムン ドル で 元 化 戻 さ な み け れ ば な ら な い 。 

また 、 脊 仰 ベ ンド ル 、 旋 回 ハン ドル を 挿入 し た り 。 旋 回 ロッ ツク ビン を 
所 定 の 位置 に 入れ た 場合 に は マイ クロ スイ ッ テ が 作動 し 、 増 幅 器 (U4) 
の サイ リス タク 電源 を ' 切 ] と し 電 磯 プレ ー キ を 働か な せ て いる 。 

さら を 、 光 学 照 準 と を つて いる 場合 、 左 足 の ベタ ルス イッ ツチ ( OMO 入 
切 ) を 射手 が 踏ま を な いと OMC を 操作 し て も る 方位 般 が 作動 し 念 い よう な 


つて いる 。 とれ は 無意識 (C 0MC が 動い て 方 位 盤 が 動き 出す と と が な いよ 
うに し て ちる 。 
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12 電源 回 路 
ラン プ 乳 明 、 プ レー キ 電 源 等 C 用 いら れる 4060HZ 115V と 。 各 种 > 
ンク ロ ョ 励磁 や OMC の ボテ ン シ ョ 用 電源 と な る AC400EZ 115V ( シン ク 
= 励磁 VW 相 ) の 2 種類 の 電源 が 分 電 般 か ら 供 給 さ れる 。 方位 般 に は スネ 
タビ ライ ザ の 端子 板 か ら ス リッ プリ ング を 経由 し て 供給 され る 。 
電源 系 続 を 第 1 図 ( スタ ビラ イザ ) 及び 第 2 図 ( 方 位 磐 ) に それ ぞ れ 
示す 。 
(1) AC60HZ 115YV 
方 位 盤 代 は 、 ス タビ ピラ イザ の 前 子 板 〒FB70 一 4、5 か らら スリップ! 
ング を 経て 、 方 位 般 シ ヤー シ K 送 られ 電源 トラ ンス T101 习 所 要 电压 
と レシ リュ コ ン 整 湖 スタ ッ ク CR101 、 CR102 で DC24Y 及 び DC27V KK 
変換 する 。 こ と の DC24V は 重 仰 プレ ー キ K120、 館 仰 ク ラッ チ K121 及 
び 旋 回 クラ ッ チ K201 の 励磁 電源 と し て 用 いら れる 。 
スタ ビラ イザ で は 、 TB10 一 1.2 KK 供給 され 電源 トラ ンス T 1 で 所 
要 電 圧 と し CR1 、 CR2 で DC24V 、 DC27Y を と り 出 し て お り 、DC24Y 
は ビッ チア レーキ K2、 ロ ーー ルプ レー キ K 1 の 誠 磁 電源 と 方 つて いる 。 
DC27VT 会 、 方 位 般 、 过 筷子 1{f 评 上 六 红 各 种 表示 用 、 照 明 用 弛 > 
プ 電 源 で ある 。 
(2) AC400HZ 115V 
方 位 盤 て は 、 分 電 般 か ら ス タビ ライ ザ の 記子 板 TB70 一 6、7K 供 
給 さ れ ス リッ プリ ング を 経て 方 位 盤 の TB262 一 1、7K 送 られ 、 と 
の TB262 を 中 継 し て 各部 へ 分 配 さ れ 各 種 シ ンク ョ 励磁 及び OMC の ボ ポ 
テン ショ R205 、R206 の 励 成 電源 を ど 低 用 いら れる 。 


スタ ビラ イザ で は 、 分 電 盤 から スタ ビラ イザ の 靖子 板 TB10 一 5、9 
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て 入り 、 TB10 で 分 配 さ れ て 各種 シン クロ 及び 第 1 制限 又は 零 位置 停 


止 の と き CT の 励磁 に 用 いら れる 。 
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